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資源をごみにしないで
正しい分別を

年末年始は大掃除などでたくさんのごみが出やすい
季節です。皆さんが出したごみは、作業員によって、
１つ １つ確認をしながら選別が行われています。そ
の中には、誤ったごみの分別が多くありました。正
しい分別にご協力をお願いします。
問合せ　資源循環課☎０４２（３４６）９５３５

１人１日当たりのごみ排出量

リサイクルできる資源もごみに
ごみの約２割は分別が不十分

ごみ収集車の火災事故が発生

選別作業時に針刺し事故が発生

収集ごみ別の組成割合

令和２年度 誤ったごみの出し方で
火災や事故が発生しています

令和 ２年度は、 １人 １日当たりのごみ排出量の少なさで、人口
１０万人以上５０万人未満の２３６市町村中、小平市が全国 ８位（平
成３０年度（有料化前年）は２３位）になりました。
しかし、ごみの中には、本来、リサイクルできる資源が、ごみと
して多く出されるなど、正しく分別されていない場合もあります。
また、誤ったごみの出し方で火災や作業員の怪我などの事故も発
生しています。普段のごみの出し方や分別方法を、いま一度意識
してみませんか。

市では、家庭から出されるごみ袋を開
封して、分別状況を調査・分析してい
ます。
令和 ４年 １月時点の結果は、それぞ
れのごみについて、 ７ ～ ８割は適正
に分別されており、令和 ２年 １月と
比較して、大きく改善されました。
しかし、約 ２割は分別が不十分でし
た。リサイクルできる資源は資源とし
て出すなど、しっかり分別をして、ご
みの排出量を減らしましょう。

令和 ４年度、燃やさないごみの回収中に火災事故が発生
しました。火災の原因は、燃やさないごみに混入していた
ノートパソコンのリチウムイオンバッテリーでした。廃棄
する際は、指定場所にある回収ボックスへお願いします。

令和 ３年度、資源の選別を行っていた作業員が、ごみ袋
の中に入っていた注射針が手に刺さり、けがをする事故が
発生しました。注射針などは、市では収集できません。病
院や薬局などに返却するようお願いします。

事故を防ぐには、正しい分別をすることが必要です。分別方法など、詳しくは
２～ ４面をご覧ください。人口１０万人以上５０万人未満の自治体における １人 1日当たりのごみ排出量

（環境省　一般廃棄物処理事業実態調査の結果（令和 ２年度）について　表－ ６リ
デュース（ １人 １日当たりのごみ排出量）取組の上位１０位市町村より）

令和 ３年度ごみ組成分析調査結果より※グラフの割合は、端数四捨五入により、合計が１００％にならない場合があります。

燃やす
ごみ

燃やさない
ごみ

プラスチック製
容器包装

適正
78.4％

燃やさない
ごみ
0.7％

収集不適物
0.3％

プラスチック製
容器包装
8.4％

資源
12.2％

プラスチック製
容器包装
1.1％

収集不適物
0.1％

資源
4.3％

適正
84.1％

燃やすごみ
10.4％ 燃やすごみ

12.7％

燃やさないごみ
5.2％

資源
3.2％

適正
78.8％

小平市
689.3グラム/人日

全国平均
901.2グラム/人日

ビンの選別作業の様子
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食品ロス発生を減らすポイント

買い物でのポイント

家庭でのポイント

食品ロスを減らしましょう

減量のポイントは生ごみの捨て方

燃やすごみ

ごみを減らしましょう

食品ロスの半分は家庭から

買い物前に食材を確認する

食材を適切に保存し、長持ちさせる

食べきれる量を作る

食材を上手に使い切る

野菜などの過剰除去をやめる

食べられる量、使う量だけ買う

できることから始めませんか

正しい分別と工夫で

小さな紙も
捨てずにリサイクル

資源で出せるもの

燃やすごみとして出すもの

日本の食品ロスの約４７％は一般家庭からのもので、年間約２４７万ト
ンも発生していると言われています。食料の買い物や家庭での調理・
保存方法など、普段の行動を見直すことから始めませんか。

食品ロスとは、まだ食べることができるのに捨てられてしまう食品・食材のことをい
います。日本では、年間約５２２万トンの食品ロスが発生しています。これは、世界中
で飢餓に苦しむ人々に向けた食糧援助量（２０２０年で年間約４２０万トン）の１.２倍に相
当します。また、国民一人あたりにすると、毎日お茶碗１杯分の食べ物が捨てられて
いることになります。

市内で出たごみの約９０％以上が燃や
すごみです。
燃やすごみとして出されたごみの
２１.６％が誤った分別でした。燃やす
ごみの中には、リサイクルできるもの
や、まだ食べられる食品などが混ざっています。
燃やすごみの捨て方を工夫したり、分別をいま一度確認し
て、出すごみの量をさらに減らしましょう。

燃やすごみの中で、生ごみが全体の約４０％
を占めています。
生ごみは約８０％が水分で、水分が重さと臭
いの原因になっています。水をしっかりとし
ぼるだけで、生ごみ全体の約１０％を減らせ
ます。

令和３年度に小平市で出た資源とごみの量は、４７，９９２トンです。収集運搬や、中間処理施設、最終
処分場などのごみの処理にかかった総処理経費（清掃費）は、３５億円にもなります。１人あたりでは、
年間約１８，０００円の経費がかかっています。
分別がきちんとされ、ごみの量が減れば、ごみの処理にかかる経費の削減にもつながります。限りあ
る資源のためにも、正しい分別やごみの減量に心がけるようお願いします。

問合せ　資源循環課☎０４２（３４６）９５３５

燃やすごみのうち、１２.２％がリサイクル
できる資源でした。
中でも、雑がみなどの紙類が約６８％と最
も多く、古布（古着）・ふとんなどが約２５
％でした。資源への分別を徹底すれば、さ
らにごみの量を減らせます。

▷雑誌・本・雑がみ
▷新聞紙、段ボール
▷古布類、ふとんなど
※紙パック、牛乳パックはスーパーの
店頭回収などで回収しています。
※正しい資源の出し方など、詳しくは
４面をご覧ください。

▷汚れやにおいがついているもの
ちり紙、ピザの箱、石けんや線香など
のにおいのついた紙、カップ麺の紙容
器・フタ
▷特殊な加工（防水加工など）がされ
ているもの
レシートなどの感熱紙、紙コップ、写
真、クッキングシート、圧着はがき

燃やすごみに出されたリサイクルできるもの

雑がみ
50.5％

新聞紙・折り込み広告 3.0％
段ボール 3.4％

雑誌・書籍 3.7％

古布（古着）・
ふとん 25.0％

紙パック 7.1％
シュレッダー紙 0.3％

不燃性資源 1.3％
その他 0.3％ぬいぐるみなど 

5.4％

令和３年度ごみ組成分析調査より

燃やす
ごみ

生ごみ
38.6％

その他の
可燃物
39.8％

分別不適正
２１.６％

令和３年度ごみ組成分析調査より

買う食材をメモするなど
買い物時の参考に

▷食品に記載された保存方法で保存する
▷野菜は、冷凍や茹でるなど下処理して
保存する

家族の予定や体調などを考えながら、作
りすぎないようにする

▷残っている食材から使う
▷作りすぎて残った料理は、違うレシ
ピにリメイクするなど工夫する

野菜の皮を薄くむくなど、食べられる部
分をできるだけ廃棄しないようにする

まとめ買いはせず、必要な分
だけ買う

フードドライブ
まだ食べられる食品を受け付け

家庭で余っている未開封の缶詰や、インスタント・レト
ルトなどの食品を、こだいら生活相談支援センター（福
祉会館４階）などで預かっています。預かった食品は、
生活困窮者への支援や市内のこども食堂で活用されま
す。
そのほかの受け付け場所や日時など、詳しくは小平市ホ
ームページをご覧ください。

受け付けできる食品
賞味期限が１か月以上先で、未開封で包装
や外装が破損していない食品です。生鮮食
品や瓶詰め食品、包装や外装を移し替えた
ものは、受け付けできません。
▷米
▷缶詰（肉、魚、野菜、果物）
▷インスタント・レトルト食品
▷パスタなどの乾物
▷コーヒー・お茶などのしこう品
▷醤油、味噌、砂糖などの調味料

てまえどり
はじめませんか

てまえどりとは、商品棚の手前にある商品を
選ぶことです。
すぐに食べる場合は、手前にある期限が近い
商品を選んでみましょう。
また、市では、セブン-イレブンと協力し、
市内店舗でてまえどり運動を実施していま
す。

てまえどり啓発ポップ
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ＵＳＢメモリ、イヤホン、懐中電灯、ゲーム機、携帯電話、ケーブル、充電
器、デジタルカメラ、電気かみそり、電子体温計、時計、ヘアードライヤー、
フィルムカメラ、ラジオ、リモコンほか
※回収できる小型家電は、投入口（縦１１㌢㍍、横２４㌢㍍）に入るものです。
詳しくは、小平市ホームページをご覧ください。

回収品目の例

無料で回収
小型家電回収ボックス
市役所、東部・西部出張所、図書館（中央・喜平・上
宿・津田・大沼）、なかまちテラス、鈴木公民館、上
水新町地域センター、リサイクルセンターに設置して
います。
回収した小型家電は、レアメタルや金、銀などを取り
出し、資源として再利用します。

小型充電式電池
リチウムイオン電池などの小型充電式
電池は、リサイクル協力店（電気店）、
市役所、リサイクルセンター、東部・
西部出張所、図書館（中央・喜平・上
宿・津田・大沼）、なかまちテラスに
ある回収ボックスで回収しています。

ガスカートリッジ缶・スプレー缶・ライター
ガスカートリッジ缶とスプレー缶、ラ
イターは、使い切ってから品目別に透
明か半透明の袋に入れて、有害性資源
の日に出してください。
※スプレー缶などのプラスチック製のキャップやノ
ズルは、取り外してプラスチック製容器包装へ。

マスクなどの捨て方
新型コロナウイルスなどの感染症

新型コロナウイルスなどの感染症に感染した人や、
その疑いのある人がご家族にいる場合、鼻水などが
付着したマスクやティッシュなどを捨てる際は、以
下のことを心がけましょう。

③ごみを捨てた後は、しっかり手
を洗う
※石けんを使って、流水で手をよ
く洗う。

②ごみは直接触れないように、し
っかり縛って出す
※捨てる際は、空気を抜いて、し
っかり縛る。

①ごみ箱にごみ袋をかぶせ、いっ
ぱいにならないようにする
※ごみはいっぱいになる前に早め
に出す。

陶磁器リサイクル回収
陶磁器食器は、リサイクルセンターや
リサイクルきゃらばん（年４回程度、
市内のグラウンドや公園、スーパーマ
ーケットなどで開催している資源回収
のイベント）でも回収しています。割
れた物や欠けている物も回収できま
す。
ガラス製やプラスチック製の物、食器以外の物や汚れている物、事業用の物
などは回収できません。食器の包装紙や段ボールはお持ち帰りください。

注射針などの在宅医療ごみ
▷注射針、注射器などは市で
は収集できません。
必ず病院や薬局に返してくだ
さい。
▷点滴チューブや採尿バッグなどは、燃やす
ごみとして出してください。
※汚物はトイレに流してください。

正しいごみの分別
よくあるお問い合わせ

携帯電話の電池や電子タバコ
販売店に引き取りを依頼して
ください。
※販売店で引き取りをしてい
ない場合は、資源循環課にお
問い合わせください。

燃やさないごみ

燃やさないごみとして出すもの
ガラスびんや金属製のものは、資源として出すものと混在しやすく
なります。
▷油などで汚れが落ちないビンやカン、農薬や危険物などのビン、
ビン単体で販売しているもの（梅酒を漬けるビンなど）、ペンキの
カン、一斗缶など
▷スプーン、水筒などの金属製品

資源で出せるもの
▷飲み物、調味料、食品類、化粧品、薬などのビンやカン
※中身を空にして、水で軽くすすいで出す。
▷金属製のなべ・やかん・フライパン・ボウル・ざる

間違えやすい分別
燃やすごみへ分別するもの
▷ゴム・皮革類・ビニール製品
　ボール、ホース、グローブ、革製の財布、靴、デスクマットなど
▷汚れたプラスチック製容器包装、１５㌢㍍未満のプラスチック製
品

燃やさないごみとして出さ
れたごみの、１５．９％が誤っ
た分別でした。
主な内訳は、燃やすごみと
して捨てるもの（１０．４％）、
資源として出せるもの（５．４
％）でした。

燃やさない
ごみ

製品プラスチック
44.3％

ガラス類4.9％金属類14.6％

小型家電製品
3.7％

その他不燃物7.1％

分別不適正15.9％

陶磁器9.5％

令和 ３年度小平市ごみ組成分析調査より

正しいプラスチックの分別

燃やさないごみとして
出すもの
▷ハンガーやタッパーなどプラスチック
製の製品で、大きさが１５㌢㍍以上のもの

燃やすごみとして出すもの
▷すすいでも汚れが落ちないプラスチッ
ク製容器包装
▷ペンや歯ブラシなどプラスチック製の
製品で、大きさが１５㌢㍍未満のもの

▷シャンプーのボトルや弁当の容器な
ど、本体やラベルにプラマークがついて
いるもの
▷レジ袋、発泡スチロール、白色トレイ

プラスチック製容器包装
プラスチック製容器包装
プラスチック製容器包装として出されるごみ
の２１．２％が、誤った分別でした。

資源に出すときのポイント
▷中身は残さない
▷�汚れはすすいで落とし、しっかり水を切る
▷汚れが落ちないものは、燃やすごみへ

を目印に分別しましょう
容器や包装類でプラスチック製容器包装として
出せるのは、プラマーク が付いているものだ
けです。ただし、汚れたものはリサイクルできません。食材が入っていたトレーや弁当
のパックなどは、洗って出しましょう。
※プラマークが無くても、レジ袋、発泡スチロール、果物ネットなどは、プラスチック
製容器包装です。

プラスチック製
容器包装

硬質プラスチック
44.1％

軟質プラスチック
29.3％

発泡スチロール
0.7％

分別不適正21.2％

レジ袋・プラスチック袋
4.7％

令和 ３年度小平市ごみ組成分析調査より
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令和 ３年度

家庭ごみ有料化 ３年目となる令和 ３年度の小平
市の収集ごみ量は、家庭ごみ有料化前の平成３０年度と比較して、約５,５３６
トン、約１５．３％減少しました。各ごみの量の変化は以下のとおりです。

令和 ３年度のごみ処理にかかる決算状況をお知らせします。

令和 ３年度の家庭ごみ指定収集袋の販売数は、約１,３79万枚、手数料収
入は約 ４億９,８００万円でした。手数料収入は資源とごみの処理費用に充
てられ、支出から収入を引いた額は、約２８億２００万円となりました。資
源とごみの処理費用の主な内訳は、以下の通りです。

ごみ処理にかかる決算状況
家庭ごみ有料化
年間のごみの量が減少

資源とごみの処理費用　約３３億５，４００万円の主な内訳
小平・村山・大和衛生組合（中間処理施設）負担金 約１１億８，７００万円
東京たま広域資源循環組合（最終処分場）負担金 約 ３億７，７００万円
ごみ収集運搬業務委託費
（うち、戸別収集に移行して増加した費用　約 １億９，２００万円※） 約 ８億２，１００万円

市指定の有料ごみ袋（指定収集袋）の製造・販売費など※ 約 １億８，８００万円
３Ｒ推進のための費用
（資源物収集運搬委託、生ごみ処理機購入補助金など）※ 約 １億６００万円

資源とごみのパンフレットの作成・配布費※ 約１，２００万円
その他資源とごみの処理費用（委託費など） 約 ６億６，３００万円
※有料化の実施計画により、家庭ごみ指定収集袋の手数料収入が充てられています。

収入
約7億900万円

支出
約35億1,100万円

その他
約2億1,100万円

家庭ごみ指定収集袋の収入
約4億9,800万円

その他
約1億5,700万円

資源とごみの処理費用
約33億5,400万円

減少の要因
▷リデュース（発生
抑制）への意識が向
上したこと
▷お菓子の袋などの軟質プラスチッ
ク容器包装を、プラスチック製容器
包装に分別したこと

燃やすごみ　約１,８１８トン減少 単位：トン

減少の要因
▷一部の品目を燃や
すごみへ移行したこ
と
▷収集頻度を見直したこと

燃やさないごみ　約３,７４８トン減少

粗大ごみ　約３０トン増加
増加の要因
▷新型コロナウイル
ス感染症の影響で家
にいることが多くな
り、家庭内の不用品を処分する機会
が多かったこと

令和3年度平成30年度

5,377

1,629
1000
2000
3000
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6000

令和3年度平成30年度

1100
1200
1300
1400
1500

1,318 1,348

29,414

27,596

令和3年度平成30年度

30000

27000

28000

29000

資源をごみにしないために

小平市ごみ分別アプリ
スマートフォン・タブレット端
末向けに配信して
います。詳しくは、
ホームページ（下
図ＱＲコード）を
ご覧ください。

詳しい収集方法などは、収集カレンダー・パ
ンフレットをご覧ください。また、アプリで
は、資源・ごみの収集カレンダー、出し方、指定収集袋の
販売店などを地図で検索できます。

ごみの出し方や分別方法を確認
小平市ごみ分別アプリ

収集カレンダー・
パンフレット
９月に各家庭に配布し
ています。

燃やすごみや燃やさないごみの中には、雑がみや古布など資源として出せるものが捨てられ
ています。これらの資源は無料で回収されるため、ごみの分別はお金の節約にもつながります。

粗大ごみ
受付時間　月曜〜土曜日（１２月２９日
（木）〜 １月 ３日（火）を除く）午前 ８
時３０分〜午後 ６時
粗大ごみ受付センター☎０３（５７１５）
１７７４
※インターネットで申込みもできま
す（２４時間、年末年始も受付）。詳
しくは小平市ホームページをご覧く
ださい。

リプレこだいらでは、市内で収集した粗大ごみの
家具などを修理し、販売しています。新しい製品を
購入する前に、
一度、立ち寄っ
てみてはいかが
でしょうか。
※粗大ごみの受
け入れはしてい
ません。

粗大ごみの修理・展示販売

リプレこだいら

と　き　月曜・火曜・金曜〜日曜日
　　　　午前１０時〜午後 ５時（１２月２８日（水）〜 １

月 ５日（木）を除く）
ところ　リサイクルセンター内（小川東町 ５−１９

−１０）
問合せ　リプレこだいら☎０４２（３４３）７３７７

ジモティーでは、地元地域で自宅に
ある不用品などの引き取り手を探す
ことができます。利用方法など、詳
しくは、ホームページ
（右図ＱＲコード）を
ご覧ください。
H検索　ジモティー

不用品を捨てる前に利用しませんか
地域情報サイト
ジモティー

ジモティーの特徴
▷地元の掲示板だから引き取り手が
すぐに見つかる
▷登録料・手数料は無料
▷サイト内のチャットで簡単に取引
できる
▷処分費用をかけずに譲ることがで
きる

段ボール
段ボールとは、断面が波打っているもので
す。それ以外の板紙は、雑
誌・本・雑がみで出してく
ださい。ひもで十字にしば
るか、段ボールだけで出し
てください。

金属製のなべ・やかん・フライパン
本体が金属であれば、柄や取っ手が木やプ
ラスチック製でも資源として出せます。
透明か半透明の袋に入れて
出してください。
※ガラスのフタや土鍋など
は、燃やさないごみです。

古布類（古着・古布、３０cm未満
のぬいぐるみ、かばん、ネクタイ、
ベルト）
革製品・合皮製の古布類も
資源で出せます。透明か半
透明の袋か紙袋にまとめて
出してください。

雑誌・本・雑がみ
雑がみは、名刺くらいの大
きさから資源として出せま
す。
※セロハン、ビニール、金
属（クリップ）などの異物
は取り除いてください。

ジモティー

詳しい収集日程は、地区ごとに配布
しているカレンダーをご覧くださ
い。

年内は12月３０日（金）まで
年始は１月４日（水）から

年末年始のごみ・資源の収集
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中央エリアの整備事業中央エリアの整備事業

説明会・ワークショップ説明会・ワークショップ
中央エリアの整備（中央公民館・健康福祉事務センター・福祉会館の複合
化など）について、新建物のレイアウト案、ひろば設計案などを説明しま
す。また、説明後にワークショップも行います。
と　き　① １月２８日（土）　午前 ９時１０分〜１１時４５分、② ２月 ７日（火）　午
後 １時１０分〜 ３時４５分
※①は、設計等業務委託事業者から、建築家の隈研吾氏が登壇します。
※ワークショップは、市内在住・在勤・在学、市内で活動する方が参加で
きます。説明会に参加された方は、ワークショップを見学できます。
※説明会のもようは後日、Y

　 ユ ー チ ュ ー ブ 　

ouTubeでの動画配信を予定しています。
ところ　①福祉会館 ５階市民ホール、②中央公民館 ２階ホール
定　員　①６４人（ワークショップ２２人）、②５６人（ワークショップ１２人）
※ワークショップには、地域の方々（学校、商店会、障がい者団体など）
も参加します。
※手話通訳あります。
※保育 ５人あります（ １歳から就学前まで。 １月１６日（月）までに、問合せ
先へ）。
申込み　１２月２２日（木）から １月１６日（月）の正午までに、電話または電子メ
ールで希望日（①・②）、住所、氏名、連絡先、ワークショップの参加希
望の有無（参加を希望する場合は年代も入力）を問合せ先へ（先着順、ワ
ークショップは、申込み多数の場合は抽選）
※参加の可否は、後日連絡します。
※ワークショップは参加者の多様性確保の観点から、年代ごとに抽選を行
います。
問合せ　公共施設マネジメント課☎０４２（３４６）９５５７、Afacility−mg@city.
kodaira.lg.jp

ご利用ください　動く市役所ご利用ください　動く市役所
動く市役所は、市役所や出張所から離れた地域 ６か所を巡回する移動窓口です
（表 １）。取り扱い業務は出張所とほぼ同じです（表 ２）。
※一部、即日処理できない業務があります。

表 １　動く市役所の巡回日程
曜日

時間 月 火 水 木 金

午前 ９時３０分
～１１時

鈴木地域
センター

小川
公民館

上水南
公民館

津田
公民館

上水南
公民館

午後 ２時
～ ３時３０分

中島地域
センター

大沼地域
センター

中島地域
センター

大沼地域
センター

※土曜・日曜日、祝日・休日、年末年始（１２月２９日～ １月 ３日）は休みです。

▷即日交付できる証明書…住民票の写し、印鑑登録証明書、市民税・都民税課
税・非課税証明書
▷電話予約で受け付ける証明書…戸籍関係証明書（小平市に本籍がある本人ま
たは直系親族からの請求に限る）、固定資産税関係証明書、納税証明書ほか
※各種証明書の請求には、運転免許証、パスポート、マイナンバーカード、住
民基本台帳カード（顔写真付き）、保険証、医療証などの本人確認書類が必要
です。代理人や別世帯の方が申請する場合は、委任状が必要です。
※印鑑登録証明書の請求には、印鑑登録証（こだいら市民カード）が必要です。
※電話予約は、会場が午前中の場合は前日までに、午後の場合は当日の正午ま
でに問合せ先へ申し込んでください。
問合せ　市民課☎０４２（３４６）９５２０

◆各種証明書の交付

表 ２　主な取扱い業務

住 民 登 録 転入届、転出届、転居届ほか

戸 籍 出生届、婚姻届、離婚届、死亡届、転籍届ほか

印 鑑 登 録 登録申請、廃止申請ほか

税 務 市民税・都民税申告、納税管理人届ほか

納 税・ 納 入

市民税・都民税、法人市民税、固定資産税・都市計画税、
軽自動車税、国民健康保険税、廃棄物処理手数料、保育料・
延長保育料、学童クラブ費、介護保険料、後期高齢者医療
保険料、手数料（畜犬登録含む）、母子・女性福祉資金償
還金、交通災害共済会費（ちょこっと共済）、還付金ほか

国 民 健 康 保 険
資格取得・喪失届、住所・氏名などの変更届、高額療養費
などの申請、限度額適用・食事療養費標準負担額減額認定
申請ほか

後期高齢者医療 後期高齢者医療に関する諸届、高額療養費などの申請ほか

国 民 年 金 資格取得・喪失届、種別変更届、保険料免除申請ほか

福 祉 関 係
児童手当・特例給付認定請求、乳幼児医療費助成の申請、
義務教育就学児医療費助成の申請、保育園入園申請、心身
障がい者ガソリン費補助金請求ほか

一 般 事 務 飼い犬の登録・死亡届、区域外就学届、市民菜園申込み、
学童クラブ入会申請、健診・検診申込ほか

そ の 他
市政に対する要望・意見、その他各課に対する連絡・業務
取り次ぎ、都営住宅・都立霊園等申込書の配布、マイナン
バーカードの申請サポートほか

ふれあい下水道館ふれあい下水道館
１月の催し１月の催し
◆学習講座　竹で丸ポスト貯金箱を作ろう
ほかに、砂糖と塩の結晶を顕微鏡で観察し
ます。
と　き　 １月２１日（土）　午前１０時〜１１時３０
分
対　象　小学生（保護者 １人まで同伴可）
定　員　１６人
※申込み多数の場合は、午後も開催予定です。
持ち物　筆記用具
申込み　１２月２０日（火）から １月２０日（金）までに、問合せ先へ（電話
可、先着順）
問合せ　ふれあい下水道館☎０４２（３２６）７４１１

講演会講演会

犬を飼う前に考えよう犬を飼う前に考えよう
ＮＰＯ法人ぶるーべりー愛犬ふぁみりー協
会理事長の佐々木邦夫さんから、命の大切
さや、飼育の大変さを学びます。犬を飼う
前に一緒に考えてみませんか。
と　き　 １ 月２８日（土）　午前１０時〜正午
ところ　中央公民館学習室 ４
対　象　これから犬を飼う予定の市内在住の方
定　員　３０人
申込み　 １ 月２５日（水）までに、電話または電子メールで、住所、氏名、
電話番号を環境政策課へ（先着順）☎０４２（３４６）９５３６、Akankyoseisa
ku@city.kodaira.lg.jp

買い物や通院などのお出かけに、にじバス（コミュニティバス）・ぶるべ
ー号（コミュニティタクシー）を利用しませんか。抗ウイルス・抗菌加工
などを施した車両で、安心してご利用できます。なお、ご利用の際は、マ
スクの着用など、新型コロナウイルス感染症対策にご協力をお願いします。
運　賃　▷大人１５０円、子ども８０円
▷回数券（１１枚つづり）　大人１,５００円、子ども８００円
▷ １日乗車券　大人４００円、子ども２００円
※回数券・１日乗車券は、にじバスやぶるべー号の車内で販売しています。
また、市内のお店で商品の割引やプレゼントがもらえるなどのサービスが
受けられる、サンクスクーポンが付いています。詳しくは、小平市ホーム
ページをご覧ください。

◆にじバス　ファミリー割引
小学校の長期休み（夏休み、冬休み、春休み）と日曜日は、にじバスに乗
車する大人（中学生以上） １人につき、子ども（小学生） １人の運賃が無
料になります。冬休みの期間は、１２月２４日（土）から １月 ９日（月・祝）ま
でです。
※ １日乗車券を除く。
問合せ　公共交通課☎０４２（３４６）９８１４

冬休みのお出かけに冬休みのお出かけに

にじバス・ぶるべー号のにじバス・ぶるべー号の
ご利用をご利用を
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掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・変更になる場合がありま
す。小平市ホームページや問合せ先などから最新の情報をご確認ください。また、イベント参加時や
施設利用時には、感染症対策にご協力をお願いします。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。

　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

今
月
の

１２月

税税

◇
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
３

期
）

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
普
通
徴
収
（
第

６
期
）

※
納
付
は
、
１２
月
２６
日
（
月
）
の
納
期

限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
Ｆエ

フ

︱

Ｒ
レ

ジ

Ｅ
Ｇ
Ｉ
公
金
支
払
い
）、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
の
納
付
も
で
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
市
税
の
納
付
を

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
　
象　
市・都
民
税
（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税（
種
別
割
）、国
民
健
康
保
険
税（
普

通
徴
収
）

※
納
付
金
額
に
応
じ
た
決
済
手
数
料
が

必
要
で
す
。

※
窓
口
や
店
頭
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
利
用
で
き
る
期
間
は
、
各
期
別
の
納

期
限
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
収
納
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
２
６

縦
覧
・
意
見
書
の

　
　
　
　
受
け
付
け

都
市
計
画
の
案

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
都
市
計
画
の

案
の
縦
覧
・
意
見
書
の
受
け
付
け
を
し
ま

す
。

▪
小
川
東
町
二
丁
目
地
区

　
小
川
東
町
二
丁
目
地
区
（
小
川
住
宅
）

の
都
市
計
画
決
定
・
変
更
に
向
け
た
手
続

き
を
し
ま
す
。
都
市
計
画
の
案
の
種
類
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
平
都
市
計
画
一
団
地
の
住
宅
施
設

（
変
更
）

▽
小
平
都
市
計
画
地
区
計
画
（
決
定
）

▪
用
途
地
域
等
の
一
斉
見
直
し

　
市
で
は
、
用
途
地
域
等
の
一
斉
見
直
し

か
ら
１８
年
が
経
過
し
、
用
途
地
域
等
の
境

界
の
基
準
と
す
る
道
路
な
ど
の
地
形
地
物

に
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

用
途
地
域
な
ど
見
直
し
を
進
め
て
い
ま

す
。
市
内
全
域
を
対
象
に
、
地
形
地
物
の

変
化
な
ど
を
調
査
し
、
見
直
し
箇
所
を
検

討
し
ま
し
た
。

※
今
回
の
見
直
し
は
、
都
市
計
画
の
整
合

を
図
る
観
点
か
ら
、
都
が
行
う
区
域
区
分

の
一
斉
見
直
し
に
合
わ
せ
て
市
が
行
う
も

の
で
す
。
都
市
計
画
の
案
の
種
類
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
小
平
都
市
計
画
用
途
地
域
（
変
更
）

▽
小
平
都
市
計
画
高
度
地
区
（
変
更
）

▽
小
平
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火

地
域
（
変
更
）

︱
︱
共
　
通
︱
︱

縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間　
１
月
４
日

（
水
）
〜
１８
日
（
水
）

と
こ
ろ　
都
市
計
画
課
（
市
役
所
４
階
）

意
見
書
の
受
付　
市
民
そ
の
他
利
害
関
係

の
あ
る
方
は
、縦
覧
期
間
に
、各
都
市
計
画

の
案
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
で
き
ま

す
。都
市
計
画
の
案
の
種
類
、住
所
、氏
名
、

意
見
の
内
容
・
理
由
な
ど
を
記
入
の
う

え
、問
合
せ
先
へ
提
出
で
き
ま
す（
持
参・

送
付・フ
ァ
ク
シ
ミ
リ・電
子
メ
ー
ル
可
）

問
合
せ　
都
市
計
画
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０

１　
小
平
市
役
所
）
☎
０４２（
３
４
６
）９
５

５
４
、
V‌

０４２（
３
４
６
）９
５
１
３
、
Ato

shikeikaku@city.kodaira.lg.jp

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
臨
時
休
止

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
　
き　
▽
１
月
１４
日
（
土
）　
午
後
１

時
〜
１５
日
（
日
）　
午
前
６
時
３０
分

▽
１
月
２５
日
（
水
）　
午
後
５
時
３０
分
〜

２６
日
（
木
）　
午
前
６
時
３０
分

▽
２
月
４
日
（
土
）　
午
後
１
時
〜
５
日

（
日
）　
午
前
６
時
３０
分

問
合
せ　
市
民
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
８
０

５
、
税
務
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
２
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

臨
時
交
付
窓
口
を
開
設

と
　
き　
１
月
８
日
（
日
）　
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
市
民
課
（
市

役
所
１
階
）

定
　
員　
百
８
人

申
込
み　
１
月
５
日
（
木
）
の
正
午
ま
で

に
、
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

※
小
平
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
窓

口
予
約
シ
ス
テ
ム
（
左
上
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

問
合
せ　
小
平
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８
４
１

審
議
会
な
ど
の

委

員

を

募

集

▪
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
教
育
委
員
会
の
附
属
機
関
と
し
て
、
文

化
財
の
保
護
・
活
用
に
関
す
る
こ
と
を
調

査
・
研
究
、
審
議
し
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
の
２０
歳
以
上

▽
文
化
財
に
関
わ
り
が
あ
り
、
深
い
関
心

が
あ
る

▽
年
４
回
程
度
、
平
日
の
午
後
に
市
役
所

で
開
催
す
る
審
議
会
な
ど
に
出
席
で
き
る

※
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　
３
人

任
　
期　
４
月
１
日
〜
令
和
７
年
３
月
３１

日報
　
酬　
１
万
２
千
円
（
予
定
日
額
）

申
込
み　
１
月
２０
日
（
金
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
「
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
の
保
護

と
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文（
８
百
字
程
度
）に
、住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
得
意

分
野
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
送

付
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
委
員
は
選
考
審
査
会
で
決
定
し
、
結
果

を
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
原
稿
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
〒
１８７
︱
８

７
０
１　
小
平
市
役
所
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
０
１
、
V‌

０４２（
３
４
６
）９
５
７
５
、

Abunkasports@city.kodaira.lg.jp

▪
図
書
館
協
議
会
委
員

　
市
の
図
書
館
運
営
に
関
す
る
館
長
の
諮

問
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
奉
仕
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
で
図
書
館
活
動
に
関
わ
り
が

あ
る
、
ま
た
は
深
い
関
心
が
あ
る

▽
年
６
回
程
度
、
平
日
の
午
後
に
中
央
図

書
館
で
開
催
す
る
定
例
協
議
会
に
出
席
で

物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
会

　
簡
単
な
質
問
票
で
の
認
知
症
の
疑
い
が

あ
る
か
の
確
認
や
、
認
知
症
予
防
の
講
話

を
し
ま
す
。
受
診
が
必
要
な
方
に
は
、
後

日
、
医
療
機
関
へ
の
紹
介
状
を
お
渡
し
し

ま
す
。

※
講
師
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー

ム
）
で
講
義
し
ま
す
。

と
　
き　
１
月
２４
日
（
火
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
津
田
公
民
館
ホ
ー
ル

定
　
員　
２０
人

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
身
分
証
明
書

申
込
み　
１２
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
川
ホ
ー
ム
へ
（
先

着
順
）
☎
０４２
（
３
４
７
）
６
０
３
３

目
か
ら
鍛
え
る

認
知
症
予
防
講
座

　
目
を
動
か
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
脳
ト

レ
、
反
応
動
作
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

目
・
脳
・
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
性
化
さ

せ
る
認
知
症
予
防
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

と
　
き　
１
月
１８
日
〜
３
月
８
日
の
水
曜

日　
午
後
２
時
〜
３
時　
全
８
回

※
１
月
１８
日
と
３
月
８
日
は
、
午
後
３
時

１５
分
ま
で
。　

と
こ
ろ　
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
第
一

集
会
室

対
　
象　
市
内
在
住
で
認
知
症
の
診
断
を

受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の
方

※
初
め
て
の
方
を
優
先
。

定
　
員　
２０
人

申
込
み　
１２
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
高
齢

者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
３
９

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養

成

講

座

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。

講
座
で
は
、
認
知
症
を
初
め
て
学
ぶ
方

に
、
接
し
方
な
ど
の
基
本
知
識
を
お
伝
え

し
ま
す
。

と
　
き　
１
月
２５
日
（
水
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ　
花
小
金
井
南
地
域
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

対
　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
　
員　
１２
人

申
込
み　
１２
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
平
健
成
苑
へ
（
先

着
順
）
☎
０４２
（
４
５
１
）
８
８
１
３

お
口
の
機
能
ア
ッ
プ
教
室

　
噛
む
力
、
飲
み
込
む
力
な
ど
お
口
の
機

能
の
向
上
は
、
肺
炎
の
予
防
や
健
康
長
寿

に
つ
な
が
り
ま
す
。
教
室
で
は
、
歯
科
医

師
が
お
口
の
機
能
向
上
の
こ
つ
や
お
口
の

健
康
を
保
つ
た
め
の
お
口
の
体
操
を
お
伝

え
し
ま
す
。

と
　
き　
１
月
１９
日
、
２
月
２
日
の
木
曜

日　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分　
全
２
回

と
こ
ろ　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー

ム
）

対
　
象　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

定
　
員　
２０
人

申
込
み　
１
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
、
電

子
メ
ー
ル
の
件
名
に
「
お
口
の
機
能
ア
ッ

プ
教
室
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
入
力
の
う
え
、
高
齢
者

支
援
課
へ
（
先
着
順
）、☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
９
、
Akaigoyobo@city.kod

aira.lg.jp

介
護
予
防
講
演
会

▪
聞
こ
え
づ
ら
い
、
よ
く
む
せ
る
と
思
っ

た
ら
　
耳
寄
り
な
耳
と
喉
の
話

　
耳
の
機
能
と
、
の
ど
の
機
能
は
、
年
齢

に
伴
っ
て
衰
え
て
き
ま
す
。
耳
が
遠
く
な

る
原
因
や
適
切
な
対
処
方
法
と
、
飲
み
込

む
力
を
鍛
え
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

と
　
き　
１
月
２７
日
（
金
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
花
小
金
井
南
公
民
館
ホ
ー
ル　

対
　
象　
市
内
在
住
で
介
護
予
防
に
興
味

の
あ
る
方

定
　
員　
３０
人

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
込
み　
１２
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
高
齢

者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
３
９

冬
は
入
浴
時
な
ど
の

温
度
の
変
化
に
注
意
を

　
急
激
な
温
度
の
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が

上
下
し
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
が
起

こ
る
こ
と
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
言
い
ま

す
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
、
冬
場
、
暖
房
の

き
い
た
部
屋
か
ら
寒
い
脱
衣
所
に
移
動

し
、
温
か
い
お
湯
に
入
っ
て
い
る
と
き
な

ど
に
起
こ
り
ま
す
。
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖

め
て
か
ら
入
浴
す
る
、
か
け
湯
を
し
て
か

ら
浴
槽
に
つ
か
る
、
長
湯
を
避
け
る
、
同

居
家
族
が
い
る
場
合
は
声
を
か
け
て
か
ら

入
浴
す
る
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
高
齢
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
３
９

介
護
保
険
料
は

滞
納
せ
ず
に
支
払
い
を

６５
歳
以
上
の
方

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
、
滞
納
し
た

保
険
料
額
よ
り
も
多
く
の
負
担
を
し
な
け

受
診
し
て
い
な
い
方
は

大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
を

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
、
治
療
す
れ

ば
９
割
以
上
が
完
治
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、
毎
年

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
　
き　
２
月
２８
日
（
火
）
ま
で

と
こ
ろ　
指
定
医
療
機
関

※
小
平
市
の
特
定
健
康
診
査
や
一
般
健
康

診
査
の
指
定
医
療
機
関
と
同
じ
で
す
。
一

覧
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

対
　
象　
市
内
在
住
で
３５
歳
以
上
（
昭
和

６３
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

受
診
で
き
な
い
方　
▽
令
和
４
年
６
月
以

降
、
市
の
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

▽
職
場
な
ど
で
受
診
す
る
機
会
が
あ
る

▽
大
腸
が
ん
検
診
の
精
密
検
査
を
受
け
て

治
療
中
ま
た
は
経
過
観
察
中
（
精
密
検
査

対
象
者
で
未
受
診
の
方
を
含
む
）

▽
大
腸
が
ん
で
、
現
在
治
療
中
ま
た
は
経

過
観
察
中

▽
痛
み
や
出
血
、
そ
の
他
の
症
状
が
あ
る

※
当
日
の
問
診
で
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

内
　
容　
便
潜
血
反
応
検
査
（
２
日
法
）

持
ち
物　
健
康
保
険
証
、
健
康
手
帳
（
お

持
ち
の
方
）

申
込
み　
直
接
、
指
定
医
療
機
関
へ

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４

６
）
３
７
０
０

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で

子
宮
頸
が
ん
検
診

　
６
月
中
旬
に
、
令
和
５
年
３
月
31
日
時

点
で
の
年
齢
が
21
歳
で
昨
年
度
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
未
受
診
の
方
に
、
検
診
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
検
診
票
・
医
療
機
関
一
覧
表
は
、
ク
ー

ポ
ン
券
に
同
封
し
て
い
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン

券
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
交
付
し
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４

６
）
３
７
０
０

大
人
の
た
め
の

大
人
の
た
め
の

運
動
教
室

運
動
教
室

　
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
全
身
の
筋
ト

レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
正
し
く
美
し
い
姿

勢
と
歩
き
方
を
伝
え
ま
す
。

日
　
程　
▽
カ
ラ
ダ
引
き
締
め
編
…
１
月

１９
日
（
木
）

▽
美
姿
勢
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
編
…
２
月
６

日
（
月
）

※
い
ず
れ
も
、
午
前
１０
時
か
ら
１１
時
４５
分

ま
で
。
９
時
４０
分
受
付
。
１
日
の
み
の
参

加
も
可
。

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

対
　
象　
市
内
在
住
の
方　

定
　
員　
６４
歳
以
下
１５
人
、
６５
歳
以
上
１５

人※
初
め
て
の
方
を
優
先
。

※
保
育
あ
り
ま
す
（
６
か
月
以
上
、
先
着

順
）。

内
　
容　
講
話
・
運
動
実
技

持
ち
物　
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、

参
加
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）　

申
込
み　
１２
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
１
年
間
滞
納
し
た
場
合

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
い
っ
た
ん
全
額
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

※
通
常
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
１
割
〜
３

割
を
負
担
。

※
自
己
負
担
額
は
、
申
請
し
な
い
と
払
い

戻
し
が
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
１
年
半
滞
納
し
た
場
合

　
自
己
負
担
額
の
払
い
戻
し
の
一
時
差
し

止
め
や
、
差
し
止
め
た
金
額
か
ら
滞
納
保

険
料
を
控
除
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

　
本
来
の
負
担
割
合
が
１
割
〜
２
割
の
方

は
３
割
に
、
３
割
の
方
は
４
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
支

給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※
定
め
ら
れ
た
期
間
を
経
過
す
る
ま
で
、

こ
の
措
置
は
解
除
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
高
齢
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
０

き
る

※
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　
５
人

任
　
期　
４
月
１
日
〜
令
和
７
年
３
月
３１

日報
　
酬　
１
万
２
千
円
（
予
定
日
額
）

申
込
み　
１
月
３１
日（
火
）ま
で（
必
着
）

に
、「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
求
め
ら
れ

る
役
割
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

文
（
８
百
字
以
上
１
千
字
以
内
）
と
、
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
問

合
せ
先
へ
（
持
参
・
送
付
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
応
募
用
紙
は
、
各
図
書
館
に
あ
る
ほ

か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※
委
員
は
選
考
審
査
会
で
決
定
し
、
結
果

を
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
中
央
図
書
館
（
〒
１８７
︱
０
０
３

２　
小
川
町
二
丁
目
１
３
２
５
番
地
）

☎
０４２
（
３
４
５
）
１
２
４
６
、
V‌

０４２
（
３

４
５
）１
４
８
３
、
Atosyokan@city.

kodaira.lg.jp

▪
北
多
摩
北
部
地
域
保
健
医
療
協
議
会
委

員
　
地
域
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

応
募
資
格　
小
平
市
、東
村
山
市
、清
瀬
市
、

東
久
留
米
市
、西
東
京
市
在
住
の
令
和
５

年
４
月
１
日
時
点
で
１８
歳
以
上
の
方（
都

職
員
お
よ
び
当
該
地
域
の
市
職
員
を
除
く
）

募
集
人
数　
３
人

任
　
期　
２
年
間

申
込
み　
１
月
２０
日
（
金
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
向

け
て
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
、
私
が
で
き

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（
１
千

２
百
字
以
内
）
と
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
問
合
せ
先
へ

送
付

問
合
せ　
多
摩
小
平
保
健
所
企
画
調
整
担

当
（
〒
１８７
︱
０
０
０
２　
花
小
金
井
１
︱

３１
︱
２４
）
☎
０４２（
４
５
０
）３
１
１
１

審
議
会
の
日
程

審
議
会
の
日
程

▪
公
民
館
運
営
審
議
会

と
　
き　
１
月
１０
日
（
火
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

傍
聴
定
員　
５
人

傍
聴
申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
５０
分
か

ら
、
会
場
で
受
付
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

問
合
せ　
中
央
公
民
館
☎
０４２
（
３
４
１
）

０
８
６
１

東京消防庁救急相談
センター

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の相談・
２４時間

小平消防署
病院・診療所案内 ０４２（３４１）０１１９ 救急医療機関の案内・２４時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） ０３（５２７２）０３０３ 診療中の医療機関の案内・２４時間

東京都による救急診療などの相談・案内

日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療
日曜日、祝日、年
末年始（１２月２９
日～ １月 ３日）

午前 ９時～午後 ５時
※事前予約制。 小平市医

師会応急
診療所

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

０４２（３４６）３７０６
準夜応急診療 月曜～日曜日

（年中無休）

午後 ７時３０分～１０時３０分
年末年始（１２月２９日～ １月 ３日）
は、午後 ６時３０分～１０時３０分
※事前予約制。

※電話予約の受付開始時間は、休日診療は午前 ８時４５分から、準夜診療は午後 ７時（年末年始は午後 ６時）から
です。必ず事前に電話で予約してください。
※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

休日歯科応急診療医（診療時間：午前９時～午後５時）
日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号

１２月２５日（日） な か じ ま 歯 科 医 院 花小金井南町 １－１４－２２－１０１ ０４２（４５１）３５６１
１２月２９日（木） タガヤ歯科クリニック 小川東町 １－１８－２９　仁平ビル ３階 ０４２（３４５）８８４１
１２月３０日（金） あ か し あ 歯 科 仲町４３９ー１２ ０４２（３４５）２３３６
１２月３１日（土） い し ば し 歯 科 医 院 小川西町 ４－１５－ ８ 　第 ３アークビル１０３ ０４２（３４８）３８１１
※受診の際は、事前にお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

年末年始 窓口と施設の休業期間 問合せ
市役所☎０４２（３４１）１２１１

※ １　マイナンバーカードを利用した証明書交付機は利用で
きません。なお、コンビニ交付も利用できません。

※ ２　出生届、婚姻届、死亡届などの戸籍関係届は、市役所
北側通用口の受付でお預かりします。

※ ３　萩山公園グラウンドは利用できません。
※ ４　応急診療所（健康センター内）は開設します（右表参

照）。診療は事前予約制です。
※ ５　窓口業務のみ実施します（午前 ８時３０分から午後 ５時

まで）。
※ ６　分室は休業。
※ ７　仲町公民館は開館します。
※ ８　リサイクルセンター広場を含みます。

１２月２９日（木）から１月３日（火）まで、一般
外来診療を休診します。
救急診療は通常どおり行いますが、重症重篤
患者の診療が優先されるため、待ち時間が長
くなる場合があります。
受診の前に、電話でお問い合わせください。
また、紹介状がない場合は、選定療養費とし
て７,７００円がかかります。
問合せ　公立昭和病院☎０４２（４６１）００５２

公立昭和病院
年末年始の休診期間

発熱などの症状がある方
▷東京都発熱相談センター（看護師・保健
師が対応）☎０３（６２５８）５７８０、０３（５３２０）
４５９２、０３（５３２０）４５５１、０３（５３２０）
４４１１（２４時間受付）
▷東京都発熱相談センター　医療機関案内
専用ダイヤル（一般オペレーターが対応）
☎０３（５３２０）４３２７、０３（５３２０）５９７１、
０３（５３２０）７０３０

新型コロナウイルス感染症
年末年始の相談先

施　設
１２月 １ 月

２６日
（月）

２７日
（火）

２８日
（水）

２９日
（木）

３０日
（金）

３１日
（土）

１日
（日）

２日
（月）

３日
（火）

４日
（水）

５日
（木）

６日
（金）

市
役
所

市役所 〇 〇 〇 休　業※ １※ ２ 〇 〇 〇

東部・西部出張所 ○ 〇 〇 休　業※ １ 〇 〇 ○

動く市役所 ○ ○ 〇 休　業 〇 〇 ○

ス
ポ
ー
ツ
施
設

市民総合体育館 ○ ○ ○ 休　業 休業
※ ５ 〇 〇

中央公園・上水公園・天神
テニスコート ○ ○ 休　業 ○ ○

中央公園・萩山公園・大沼・
小川西・天神グラウンド ○※ ３ ○ 休　業 ○ ○

萩山公園卓球室 休業 ○ 休　業 ○ ○

きつねっぱら公園子どもキ
ャンプ場 ○ ○ 休　業 ○ ○

文
化
・
教
育
施
設

図書館、図書館分室 〇※ ６ 〇 休　業 〇 休業

公民館 休業
※ ７ 〇 休　業 ○ ○

地域センター 〇 〇 〇 休　業 〇 ○ 〇

小平元気村おがわ東（屋
内・屋外広場、集会施設） 〇 〇 〇 休　業 〇 〇 〇

ルネこだいら 〇 休　業 〇 〇

小平ふるさと村 休　業 〇

平櫛田中彫刻美術館 〇 休　業 〇

鈴木遺跡資料館 休　業

ふれあい下水道館 休　業 〇

小平市男女共同参画センター ○ 休　業 ○ ○

教育相談室 ○ ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

こだいら就職情報室 ○ ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

小平市民活動支援センター 休業 ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

子
育
て
支
援
・
女
性
相

談
施
設

児童館 ○ ○ 休　業 ○ ○

ファミリー・サポート・セ
ンター ○ ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

子ども家庭支援センター 休業 ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

女性相談室 ○ ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

福
祉
施
設

健康福祉事務センター（包
括支援センター除く） ○ ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

健康センター 〇 〇 〇 休　業※ ４ ○ 〇 〇

福祉会館 〇 〇 〇 休　業 〇 〇 〇

高齢者交流室 〇 ○ 休　業 〇 〇

ほのぼの館、さわやか館 〇 ○ 休　業 〇 〇

たいよう福祉センター、あ
おぞら福祉センター 〇 〇 〇 休　業 〇 〇 〇

地域包括支援センター・出
張所 〇 〇 〇 休　業 〇 〇 〇

地域生活支援センターあさ
やけ 〇 〇 〇 休　業 〇 〇

地域活動支援センターはば
たき 〇 〇 〇 休　業 〇 〇 〇

障がい者地域自立生活支援
センターひびき 〇 〇 〇 休　業 〇 〇 〇

障害者就労・生活支援セン
ターほっと 〇 〇 〇 休　業 〇 〇 〇

こだいら生活相談支援セン
ター ○ ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

ご
み

施
設

リサイクルセンター※ ８ 〇 〇 〇 休　業 〇 〇 〇

リプレこだいら 〇 〇 休　業 〇

交
通
関
係

コミュニティタクシー
（大沼・栄町・鈴木町ルート） 〇 〇 ○ 休　業 ○ ○ 〇

撤去自転車保管所 ○ ○ ○ 休　業 ○ ○ ○

乳幼児の教室・相談などの日程
問合せ（申込み）　健康センター　〒１８７－００４３　学園東町一丁目１９番１２号　☎０４２（３４６）３７０１

と　き 対　象 持ち物 定員・申込み
た ん ぽ ぽ 広 場
（ 親 と 子 の
健 康 相 談 ）

１ 月 ６ 日（金）
午前 9時～11時30分

生後 ４か月〜
４歳未満の乳
幼児と保護者

たんぽぽカード（４月
以降の初回参加時に配
布）、母子健康手帳（発
育の確認をしたい方）

５０組程
１２月２０日（火）から
２８日（水）までに、
電話で問合せ先へ

ステップアップ
離 乳 食
（ 講 話 ）

１ 月２０日（金）
ステップ １…午後 1時30分から
ステップ ２…午後 2時30分から
ステップ ３…午前 9時45分から
ステップ ４…午前10時45分から

市内在住の方
(ステップご
とに対象が異
なる
（下記参照））

母子健康手帳
各回１０組
１２月２０日（火）から、
電話で問合せ先へ

※会場は健康センター。車での来場はご遠慮ください。
※ステップ １…離乳食初期（ 5～ 6か月ごろ）、ステップ ２…離乳食中期（ ７～ ８か月ごろ）、ステップ ３…離乳食
後期（ ９～11か月ごろ）、ステップ ４…離乳食完了期（１２～1８か月ごろ）。



令和４（２０２２）.12.20 8
人　口	 196,873人	 （104人増）
	 男  　96,428人	 （44人増）
	 女　100,445人	 （60人増）
世帯数	95,707世帯	 （74世帯増）

人口と世帯数
令和４年12月1日現在
かっこ内は前月比

◇防災行政無線の内容は専用ダイヤル　☎042（341）0793　　防災・防犯緊急メールマガジンでもお知らせします

障
が
い
理
解

　
　
　
連
続
講
座

▪
地
域
で
障
が
い
の
あ
る
子
と
そ
の
家
族

を
支
え
て
い
く

　
子
ど
も
に
障
が
い
が
あ
る
と
わ
か
っ
た

と
き
で
も
、
笑
顔
で
子
育
て
が
で
き
、
家

族
を
支
え
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

と　
き　
１
月
２８
日
、
２
月
１８
日
・
２５
日

の
土
曜
日　
午
後
２
時
〜
４
時　
全
３
回

と
こ
ろ　
①
中
央
公
民
館
、
②
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

対　
象　
市
内
在
住
で
、
障
が
い
の
あ
る

お
子
さ
ん
の
保
護
者
ま
た
は
障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
支
援
に
興
味
の
あ
る
方

定　
員　
各
３０
人

内　
容　
発
達
に
関
す
る
相
談
機
関
の
紹

介
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
子
育
て

で
き
る
地
域
づ
く
り
、
遊
び
を
通
し
た
子

育
て

主　
催　
白
梅
学
園
大
学
、
小
平
市

申
込
み　
１
月
１０
日
（
火
）
ま
で
に
、
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
お
子

さ
ん
の
年
齢
、
参
加
希
望
（
①
・
②
）
を

記
入
の
う
え
、
白
梅
学
園
大
学
小
平
市
連

携
療
育
事
業
事
務
局
（
〒
１８７
︱
８
５
７
０

　
小
川
町
１
︱
８
３
０
）
へ
（
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
）
V‌

０４２（
３
４
６
）

５
６
５
２
、
Akodaira.renkei@gma

il.com

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

高
次
脳
機
能
障
害
と

共
に
成
長
す
る

市
民
交
流
事
業

　
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
が
地
域
で
生
活

す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
高
次
脳
機
能

障
が
い
と
共
に
生
き
る
若
年
世
代
に
対
す

る
支
援
を
通
し
て
考
え
ま
す
。

と　
き　
１
月
２８
日
（
土
）　
午
後
１
時

〜
４
時　
０
時
３０
分
開
場

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
動
画
配
信
も
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内　
容　
▽
基
調
講
演
…
高
次
脳
機
能
障

害
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

（
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
事
業
も

紹
介
）

▽
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
…
高
次
脳
機
能
障

害
と
共
に
成
長
す
る　
若
年
当
事
者
と
家

族
の
歩
み

主　
催　
北
多
摩
北
部
地
域
高
次
脳
機
能

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

申
込
み　
１
月
２０
日

（
金
）
ま
で
に
、
申
込

み
フ
ォ
ー
ム
（
下
図
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
ま
た
は
西

東
京
市
障
害
福
祉
課
（
☎
０４２
（
４
２
０
）

２
８
０
５
）
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
２

自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
費
の

補

助

請

求

を

心
身
障
が
い
者

　
月
５０
㍑
を
限
度
に
、
１
㍑
に
つ
き
ガ
ソ

リ
ン
税
額
相
当
分
５４
円
を
補
助
し
ま
す
。

申
込
み　
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
１３
日

（
金
）
ま
で
に
、
１０
月
〜
１２
月
分
の
領
収

書
と
印
鑑
、
決
定
通
知
書
兼
受
給
者
カ
ー

ド
を
持
参
の
う
え
、障
が
い
者
支
援
課（
健

康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
東
部
・

西
部
出
張
所
へ

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

手
話
通
訳
者
を
配
置

健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
、
情
報
の
伝
達
に
手
話
を
必
要

と
す
る
方
の
た
め
に
、
手
話
通
訳
者
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
１
月
１０
日・１７
日
、２
月
７
日・

２１
日
の
火
曜
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

学
校
司
書
を
募
集

　
学
校
司
書
は
市
立
小
・
中
学
校
の
図
書

館
で
、
児
童
・
生
徒
の
読
書
活
動
を
支
援

す
る
た
め
の
事
務
な
ど
（
図
書
館
の
整

備
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
簡
単
な

パ
ソ
コ
ン
操
作
ほ
か
）
を
し
ま
す
。

期　
間　
令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令
和
６

年
３
月
３１
日
の
う
ち
３５
週
（
週
３
日
で
１

日
５
．
５
時
間
）
を
予
定

応
募
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方▽
①
司
書
ま
た
は
司
書
教
諭
の
資
格
を
有

す
る

▽
②
図
書
館
勤
務
経
験
が
あ
る
（
常
勤
非

常
勤
不
問
）

▽
③
右
記
の
①
・
②
に
準
ず
る

募
集
人
数　
１０
人
程
度
（
予
定
）

報　
酬　
５
千
９
百
４０
円
（
令
和
４
年
度

日
額
）

※
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
１
月
１１
日（
水
）ま
で（
必
着
）

に
、
採
用
申
込
書
（
縦
４
㌢
㍍
×
横
３
㌢

㍍
の
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）、
資
格
を
有

す
る
方
は
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
を
問
合
せ
先
へ
持
参
ま
た
は
送
付

※
採
用
申
込
書
、
募
集
要
項
は
、
図
書
館

に
あ
る
ほ
か
、
小
平
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。
選
考
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
仲
町
図
書
館
（
〒
１８７
︱
０
０
４

２　
仲
町
１
４
５
番
地
）☎
０４２（
３
４
４
）

７
１
５
１

５５
歳
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
起
業
講
座

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地
域

の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
に
導

く
も
の
で
す
。

　
講
座
で
は
、
座
学
と
意
見
交
換
な
ど
を

交
え
て
学
び
ま
す
。

※
講
座
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ

ー
ム
）
で
実
施
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
２２
日
〜
２
月
２６
日
（
２
月

１２
日
を
除
く
）
の
日
曜
日　
　
午
前
１０
時

〜
午
後
１
時　
全
５
回

対　
象　
５５
歳
以
上
で
地
域
の
仕
事
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
方

定　
員　
８
人

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
マ
イ
ス
タ
イ
ル
小
平

問
合
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
イ
ス
タ
イ
ル
☎

０４２
（
３
１
２
）
１
７
８
９

感
染
防
止
徹
底
協
力
金

電
気
料
等
物
価
高
騰
応
援
金

事
業
者
向
け

▪
感
染
防
止
徹
底
協
力
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
対
策
を

し
て
い
る
事
業
者
に
、
協
力
金
を
支
給
し

ま
す
。

対　
象　
東
京
都
の
「
感
染
防
止
徹
底
宣

言
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
掲
示
し
た
事
業
所

給
付
額　
１
事
業
所
に
つ
き
３
万
円

▪
電
気
料
等
物
価
高
騰
応
援
金

　
電
気
料
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
事
業
者
に
、応
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

対　
象　
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

給
付
額　
１
事
業
所
に
つ
き
４
万
円

︱
︱
共　
通
︱
︱

受
付
期
間　
１２
月
２８
日
（
水
）
ま
で

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
産
業
振
興
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
４

住
居
確
保
給
付
金

再
支
給
申
請
は
３
月
ま
で

家
賃
の
支
払
い
が
困
難
な
方

　
離
職
や
廃
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
の
休
業
な
ど
、

自
己
の
責
に
よ
ら
な
い
収
入
の
減
少
に
よ

り
住
居
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
家
賃
相
当
額
（
上
限
あ
り
）
を
給
付

し
ま
す
。

　
支
給
が
終
了
し
た
方
で
、
解
雇
以
外
の

離
職
や
休
業
な
ど
に
伴
う
収
入
の
減
少
に

よ
る
場
合
で
も
、
申
請
す
る
と
３
か
月
間

に
限
り
給
付
金
が
再
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
３
月
３１
日
（
金
）
ま
で

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
（
３
４
９
）
０
１
５
１

買い換え費用を補助買い換え費用を補助
省エネ家電など省エネ家電など

今使用している家電などを見直して、光熱水費の負担を減らしませんか。
エネルギー性能の高い家電などに買い換えた家庭や事業所に、購入費用の一部
を補助します。

対象家電　令和 ４年１２月 １ 日（木）から令和 ５年 ２月２８日（火）までに買い換え、設
置したエアコン、冷蔵庫（冷凍庫含む）、ＬＥＤ照明器具、給湯器（エコキュートなど）
助成金額　本体購入費用合計の ４分の １（市内店舗で購入した場合に限る、上
限 ３万円）
※詳しくは、小平市ホームページをご覧ください。
申込み　 ２月２８日（火）までに、申請書類を問合せ先へ持参または送付（電子メ
ール不可、先着順）
※予算総額に達した時点で、受け付けを終了します。
※対象や要件など、詳しくは募集案内をご覧ください。募集案内は、問合せ先
（市役所 ４階）、東部・西部出張所、動く市役所にあるほか、小平市ホームペ
ージでもご覧になれます。
問合せ　環境政策課☎０４２（３４６）９８１８

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金

令和５年１月３１日（火）まで ◆家計急変世帯
次のすべてに該当する世帯
▷住民税非課税世帯以外の世帯のうち、令和 ４年 １月から１２月までの
間に、予期せず家計が急変した
▷世帯全員それぞれの令和 ４年度分の年収見込み額が、住民税非課税
水準に相当する額以下になった
※受給には申請が必要です。申請書を、小平市ホームページからダウ
ンロードし、該当する月の給与明細など、収入のわかるものと併せて
送付してください。

―共　通―

住民税が課税されている方の扶養親族のみからなる世帯は対象外で
す。
申請期限は、令和 ５年 １月３１日（火）まで（消印有効）です。なお、確
認書が未返送の世帯に対し、勧奨通知を送付しました。
申請書などの送付先　〒１７６−８７９０　練馬区豊玉北 ３−２１− ７ アリア
ス桜台 ２階　小平市緊急支援給付金担当
問合せ　小平市緊急支援給付金コールセンター☎０１２０（９２６）６９８（平日
の午前 ９時〜午後 ５時１５分（１２月２９日〜 １月 ３日を除く））

◆令和 ４年度住民税非課税世帯
令和 ４年 ９月３０日時点で小平市に住民登録があり、かつ世帯全員の令和 ４年
度住民税均等割が非課税である世帯。
※対象と思われる世帯には、すでに確認書を送付しています。確認書記載の
口座番号などに変更がないか確認し、必要書類を提出してください。
※世帯の中に、令和 ４年 １ 月 ２ 日以降に小平市へ転入した方がいる場合な
ど、一部申請が必要な場合があります。

電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影
響が大きい住民税非課税世帯などに対し、給付金を支給します。

支給額　 １世帯当たり ５万円
※ １世帯につき一度まで。住民税非課税世帯と家計急変世帯の
重複受給はできません。
対　象

小平市ホーム
ページ
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問合せ　財政課☎０４２（３４６）９５０４令和 ４年度上半期

小平市小平市のの財政事情財政事情

一般会計補正予算の主な内容
歳入歳入 歳出歳出

増
額
補
正

・新型コロナウイルス感
染症セーフティネット
強化交付金（生活困窮
者自立支援金）の増

・新型コロナウイルスワ
クチン接種体制確保事
業の増

・新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時
交付金の増

・前年度繰越金、普通交
付税の増

・財政調整基金繰入金の
増

・電気・ガス・食料品等価格高
騰緊急支援給付金の増

・１０月以降の新型コロナウイル
スワクチン接種体制の確保、自
宅療養者等支援事業による増

・キャッシュレス決済ポイント
還元ほか中小企業等支援によ
る増

・前年度繰越金のうち、積まな
ければならない財政調整基金
および返還しなければならな
い補助金などの増

・公共施設整備基金、森林環境
譲与税基金への積立による増

減
額
補
正

・臨時財政対策債（起債
額）の減

・公共施設整備基金繰入
金の減

・私立保育園園舎建築補助の減

＜歳出＞
科　目（款） 予　算　現　額 支　出　済　額
議 会 費 ４億６，９１６万円 ２億３，２４６万円

総 務 費 １４６億３，７６７万円 ３０億１，０５６万円

民 生 費 ４１４億６，７２４万円 １５３億４，６５２万円

衛 生 費 ９３億７，４４８万円 ３１億７，８５４万円

労 働 費 ３，７６６万円 ２，５６２万円

農 業 費 １億６，８４３万円 ３，２２８万円

商 工 費 ７億１，１６４万円 ２億９，５６６万円

土 木 費 ７６億４，６７６万円 ２１億３，２９６万円

消 防 費 ２１億９，５３９万円 １０億６，４２８万円

教 育 費 ８５億６，５４９万円 ２６億６，５８６万円

公 債 費 ３２億５，０５８万円 １３億４，８６６万円

諸 支 出 金 ６３９万円 ０円

予 備 費 ６，９２０万円 ０円

歳　出　合　計 ８８６億 ９ 万円 ２９３億３，３４０万円

特別会計 ３事業の上半期執行状況
会　計　別 予　算　現　額 収　入　済　額 収入率（％） 支　出　済　額 執行率（％）

国民健康保険事業 １７７億９，０００万円 ７７億３，８９５万円 ４３．５ ６４億８，８９５万円 ３６．５

後期高齢者医療 ４８億８，２９３万円 １８億５，０８４万円 ３７．９ １５億４，７１２万円 ３１．７

介 護 保 険 事 業 １５５億３，０７８万円 ７０億２，７１３万円 ４５．２ ６１億９，０１５万円 ３９．９

合 計 ３８２億３７１万円 １６６億１，６９２万円 ４３．５ １４２億２，６２２万円 ３７．２

市民の皆さんに納めていただいた大切な税金や、国や東京都からの補助金などが、ど
のくらい入り、どのように使われているかなどの財政状況を家計簿のようにまとめま
した（令和 ４年 ４月 １日から ９月３０日まで）。
今年度の一般会計予算は７７４億４，４００万円で始まりましたが、 ５回の補正をしたため、
９月末の予算現額は、８８６億 ９ 万円です。

上半期に実施した主な事業（着工および作業中を含む）上半期に実施した主な事業（着工および作業中を含む）

ひとづくり　人が育ち、学び、新たな価値を創
造するまち
保育園待機児童の解消に向けた緊急対策
食材配付事業（子ども家庭支援センター事業）
学校施設の整備・学校体育館冷暖房設備設置
学校給食センターの更新および代替給食の提供
ＨＰＶワクチンの積極的勧奨再開

くらしづくり　多様性を認め合い、つながり、
共生するまち
児童発達支援センターの開設
障がい者グループホームの自立支援給付費など
の拡充
地域密着型介護サービスの整備支援事業
防災行政無線（固定系）のデジタル化改修
女性相談体制の充実および性的少数者相談・交
流会の支援

まちづくり　自然と調和した、美しく快適で、
魅力あるまち
鎌倉公園・鷹の台公園・武蔵公園の整備
下水道地震対策事業
小川駅西口地区市街地再開発事業の推進
都市計画道路整備の推進
農商連携推進事業

自治体経営方針関連
自治体ＤＸ推進のための基盤整備
マイナンバーカード交付の推進
庁舎機能の強化

新型コロナウイルス感染症対策など
困難を抱える方などに対する支援
経済対策・事業者支援
公共サービスにおける新しい生活様式の定着に
向けた取り組み

＜歳入＞
科　目（款） 予　算　現　額 収　入　済　額
市 税 ３１１億１，３００万円 １８１億４，７２３万円

各種譲与税・交付金 ７８億５，８３２万円 ４９億４，３３５万円

国 庫 支 出 金 ２０４億２，１４７万円 ４７億４，５１４万円

都 支 出 金 １２０億５，９３９万円 ２４億５，４１４万円

繰 入 金 ４１億２，３１３万円 ０円

繰 越 金 ６３億１，１９４万円 ６３億１，１９４万円

市 債 ４３億９，８２８万円 ０円

そ の 他 ２３億１，４５６万円 ９億５，４１３万円

歳　入　合　計 ８８６億 ９ 万円 ３７５億５，５９３万円

※予算現額：当初予算額に補正予算額を加えたもの。

一般会計上半期執行状況
予算全体に占める執行割合

歳入

歳出

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

予算現額（全体）　886億9万円

収入済額
375億5,593万円（42.4％）

支出済額
293億3,340万円（33.1％）

市民 １人当たりの市税負担
上段：予算現額　下段：収入済額（令和 4年 ９月末現在）
市　民　税 固定資産税 都市計画税

8万107円
4 万3,882円

6 万1,410円
３ 万8,245円

1 万2,097円
7,296円

市たばこ税 軽自動車税

4,181円
2,271円

819円
820円

市有財産・市債の状況
土　地

（公園や公共施設の敷地など） ９５９，８５６．３６㎡

建　物
（庁舎、図書館、保育園など） ３１１，３７６．５４㎡

物　権
（地上権） ０．００㎡

出資による権利 ５億２，８０１万 ９ 千円
債　権 １７億９，９２８万 ７ 千円
有価証券 １００万円

基　金
（市の貯金）

１７６億４，８５１万 ４ 千円
市民 １人当たり
８万９，９７２円

市　債
（市の借金）

２４０億９，３９９万 ３ 千円
市民 １人当たり
１２万２，８３１円

市内の私立保育園で、乳幼児親子を対象とした子育てイベントを実施してい
ます。
参加を希望する方は、各園へお問い合わせください。育児相談、園内見学は、
随時受け付けしています。
詳しくは、各園のホームページをご覧ください。

私立保育園の私立保育園の
　　　子育てイベント　　　子育てイベント

１月〜３月

保育園名 行　事　（ １月〜 ３月）

ゆたか保育園
学園東町５７５－３５
☎０４２（３４１）２８３２

ゆたかキッチン（地域の子ども、付き添いの大人）
１ 月１４日、 ２月 ４日、 ３月 ４日の土曜日　午前１１時
～午後 ２時
園フェス（園庭遊び・青空市場など）　 １月１４日（土）
午前１０時～午後 ２時
離乳食で育てる子どもの力（妊娠中〜 １歳児）　 ２
月２２日（水）午前１１時～正午

花小金井愛育園
花小金井 １－２６－１０
☎０４２（４６１）９５４９

給食紹介　 １月１１日（水）　午前１０時～１１時（ ５組）
１ 歳児親子保育園体験　 ２月 ８ 日（水）　午前 ９時
３０分～１０時３０分（ ２組）

小平にこにこ保育園
小川東町 １－３８－１８
☎０４２（３４４）８１８１

保育所体験（ ０歳～２ 歳児）　 １ 月１１日（水）、 ２月
２１日（火）、 ３月１５日（水）・２４日（金）　午前１０時
～１０時３０分
にこにこクラブ（ ０歳～２ 歳児）　 ２月 ７ 日（火）
午後 １時３０分～ ２時３０分
マタニティ講座
妊娠初期（ ４ ヶ月位まで） ３月２９日（水）　午後 １
時～ ２時
妊娠中期（ ６ ヶ月位まで） ３月３０日（木）　午後 １
時～ ２時
※育児相談も行なっています。

よつぎ第三保育園
津田町 ３－２５－１０
☎０４２（３４５）５０４４

保育所見学（ ０歳～２ 歳児）　月曜～金曜日　午後
１時３０分から、 ２時から（本園、分園も実施）
保育所体験（ ０歳～ １歳児）　火曜日　午前 ９時３０
分～１０時４５分本園のみ（各 １人）
園庭遊び（ ２歳児まで）　 １月１１日・２５日、２月 ８日・
２２日、 ３月 ８日・２２日の水曜日　午前 ９時３０分～１１
時本園のみ（各 ２～ ３組）

白梅保育園
花小金井南町 ２－１２－ ５
☎０４２（４６６）２０１５

保育所体験（ １歳児以上）　 １月２４日（火）　午前 ９
時３０分～１０時

ひめゆり保育園
天神町 ２－ ６－ １
☎０４２（３４５）７３２２

園庭開放（ ０歳～２ 歳児まで）　火曜日　午前１０時
～正午（予約不要）

にじいろ保育園上水本町
上水本町 ４－１１－ ９
☎０４２（３５９）４８１５

保育園体験（ ２歳児までの親子）　 １ 月 ６ 日（金）、
２月 ２日、 ３月 ２日の木曜日　午前 ９時４５分～１０時
４５分（各 ３組）

アスク花小金井保育園
花小金井 ６－１６－ ３
☎０４２（４５２）０１０７

観劇（ ０歳～ １歳児）　 １月２１日（土）　午前１０時～
１１時（ ３組）

すずのき台保育園
鈴木町 １－１６６－ １
☎０４２（３１３）６３５５

保健・あそび講座（ １歳～５ 歳児）　 １月２４日（火）
　午前１０時～１１時（ ３組）
離乳食講座（ ０歳児）　 ２月 ９日（木）　午前１０時３０
分～１１時３０分（ ３組）
作って食べよう乳児食（ １歳～ ３歳児）　 ３月１０日
（金）　午前１０時３０分～１１時３０分（ ３組）
保育所体験（ １歳～ ３歳児）　 １ 月１６日（月）、 ２月
１６日（木）、 ２月２１日（火）
午前 ９時３０分～１０時３０分（ ２組）

仲町にこにこ保育園
仲町３５１－３８
☎０４２（３４４）８１１８

保育所体験（ １歳～２ 歳児）　 １月１１日（水）　午前
９時３０分～１０時３０分ごろ
赤ちゃんとママのすくすく教室（妊娠予定～生後 ４
か月位の親子）　 １月１０日（火）　午後 ２時３０分～ ３
時３０分ごろ

このはな保育園
花小金井 ７－２７－ １
☎０４２（４９７）５３２７

保育所体験　 １月１０日・１７日・２４日・３１日の火曜日
午前 ９時から、 ９時３０分から
※プレママ・プレパパも開催しています。

ゆりのこ保育園
仲町５２１
☎０４２（３１２）１９０１

保育所体験（ ２歳児まで）　 １月２６日（木）、 ２月２８
日（火）　午前 ９時４５分～１０時４５分（各 ５組）

花小金井にこにこ保育園
花小金井 ４－１１－２２
☎０４２（４５２）２２０５

保育所体験（ １歳～２ 歳児）　 ２月 ９ 日・１６日の木
曜日　午前 ９時４５分～１０時４５分（各 ２人）
マタニティー体験（妊娠中～生後 ４か月まで）　 ３
月１６日の木曜日　午前 ９時４５分～１０時４５分（各 ２人）

こぶし保育園
鈴木町 １－１４８
☎０４２（３４４）１７１７

すこやかルーム・離乳食（ ０歳～ １歳児）　 １月１８
日（水）　午前１０時３０分～正午
いっしょに遊ぼう会（ １ 歳～ ３ 歳児）　 １ 月１１日
（水）　午前１０時～１１時

れんげ萩山保育園
小川東町 ４－ ３－１８
☎０４２（３４４）１４８６

観劇会（ ２歳～ ３歳児）　 １月２０日（金）　午前 ９時
４５分～１１時（ ５組）
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申込み　１２月２２日（木）の午前１０時から、電話で問合せ先へ（先着順）
問合せ　子ども家庭支援センター☎０４２（３４８）２１００
※日曜・月曜日、祝日は休館日。

子ども家庭支援センター 1月のプログラム

日　程 対象・定員 内　容

０ 歳さん
集まれ

１ 月１７日（火）
午前１０時～１０時５０分、
午前１１時～１１時５０分
子ども家庭支援センタ
ー

０ 歳児と保護者
各回 ５ 組

０ 歳児ならではの手
遊びやわらべうたを
しながらのお母さん
同士の交流会

１ 、 ２ 歳さん
親子の時間

１ 月１９日（木）
午前１０時３０分～正午
子ども家庭支援センタ
ー

１ 、 ２ 歳児と保護者
４ 組

お子さんと保護者の
交流会

東部出張広場
わらべうたと
わいわい
トーク

１ 月１０日（火）
午前１０時～１０時４０分、
午前１１時～１１時４０分
東部市民センター和室

乳幼児と保護者
各回 ４ 組

手遊びやわらべうた
をしながら、お母さ
ん同士の交流会

東部出張広場
助産師さんと
一緒にわいわ
いトーク

１ 月２６日（木）
午前１０時～１０時４０分、
午前１１時～１１時４０分
東部市民センター和室

１ 歳 ３ か月くらいま
でのお子さんと保護
者
各回 ４ 組

助産師さんと一緒に
手遊びやわらべうた
をしながらのお母さ
ん同士の交流会

d…日時　s …費用　t…対象　n…内容　k…講師　o…出演
m…申込期限と実施場所
A…電子メールでの申込み可（Akominkan-koza@city.kodaira.lg.jp）
※保育は３人以上（市内在住の満６か月から就学前まで）で開設。

公民館の講座・イベント

 �※電子メールで申し込む場合には住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号、件名
に講座名を入力のうえ送信。申込み期限の翌日までに確認メールが届かない場合
は、お問い合わせください。
 �※詳しくは、公民館のチラシや小平市ホームページをご覧ください。

文化・教養講座　国際理解講座　いろいろなお茶でステキなおうち時間を　（全
８ 回）　抽選・A
d ２ 月 １ 日〜 ３ 月 ８ 日の水曜日（ ２ 月１５日を除く）、 ２ 月１６日（木）　午前１０時〜正
午、 ３ 月１６日（木）・２２日（水）　午後 ２ 時〜 ４ 時
s ２,０００円
t 市内在住・在勤・在学の方
n 日本茶、紅茶、中国茶の飲み方や各国のお茶の歴史、習慣などを学ぶ
k 鈴木庸夫さん（日本茶インストラクター）ほか
m １ 月１８日（水）まで（月曜日を除く）に、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

地域支援講座　季節の味覚を愉しもう　小平のフルーツでバレンタインズコット
づくり　（全 ３ 回）　抽選
d １ 月２０日〜 ２ 月 ３ 日の金曜日　午前１０時〜正午
s １,５００円
t 市内在住・在勤・在学の方
n 小平産の新鮮な農産物を使用し、家庭で実践できる調理の基礎・基本について
学ぶ
k こいけけいこさん（栄養士・料理家）
m １ 月 ６ 日（金）までに、仲町公民館へ☎０４２（３４１）０８６２

なかまちテラスＬｉＮＫＳ講座　珈琲、紅茶でリフレッシュ　（全 ４ 回）　抽選
d １ 月２１日〜 ２ 月１８日の土曜日（ ２ 月１１日を除く）　午後 ２ 時〜 ４ 時
s １,０００円
t 市内在住・在勤・在学の方
n 珈琲、紅茶のおいしい淹れ方やそれぞれがもたらす効果などを学ぶ
k 永田政弘さん（珈琲店店主）ほか
m １ 月 ６ 日（金）までに、仲町公民館へ☎０４２（３４１）０８６２

ミニコンサート　新春の調べ　祝いの音　先着順
d １ 月 ７ 日（土）　午前１１時〜正午
t 市内在住・在勤・在学の方
n 龍笛と琵琶の掛け合い、時を超えるみやびな世界を感じるコンサート
o 長沢徳之さん（雅楽龍笛・楽琵琶奏者）、千田月さん（雅楽龍笛奏者）
m １２月２１日（水）から（日曜・月曜日、休業日を除く、午前 ９ 時〜午後 ５ 時）、電話
で鈴木公民館へ☎０４２（３８８）００５０
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持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み　
１２
月
２２
日
（
木
）
の
午
前
１０
時

か
ら
、
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

▪
第
１
子
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
へ

▽
は
じ
め
の
一
歩

　
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
で
、
嬉

し
い
こ
と
や
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
子
育
て
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
２
月
２
日
〜
３
月
２
日
の
木
曜

日
（
２
月
２３
日
は
除
く
）　
午
前
１０
時
３０

分
〜
正
午　
全
４
回

対　
象　
２
月
２
日
時
点
で
生
後
５
か
月

ま
で
の
お
子
さ
ん
（
第
一
子
）
と
保
護
者

定　
員　
５
組

持
ち
物　
お
子
さ
ん
用
の
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み　
１２
月
２２
日
（
木
）
の
午
前
１０
時

か
ら
、問
合
せ
先
へ
（
電
話
可
、先
着
順
）

︱
︱
共　
通
︱
︱

と
こ
ろ　
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
２
階

問
合
せ　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０４２
（
３
４
８
）
２
１
０
０

資
格
を
取
得
し
て

安
定
収
入
を
目
指
す

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
促
進
す
る
た

め
、
次
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

▪
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
（
生
活
費

を
支
給
）

　
看
護
師
、
保
育
士
、
美
容
師
な
ど
の
国

家
資
格
や
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
認
定
資

格
、
Ｌ
Ｐ
Ｉ
認
定
資
格
な
ど
の
民
間
資
格

の
取
得
を
目
指
し
、
養
成
機
関
で
修
業
す

る
期
間
（
通
常
１
年
以
上
の
と
こ
ろ
、
令

和
４
年
度
中
に
限
り
６
か
月
以
上
）
の
生

活
費
を
支
給
し
ま
す
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
月
１０
万
円
、
課
税
世
帯
の
方
は

月
７
万
５
百
円
。
修
業
期
間
の
最
後
の
１

年
間
は
月
４
万
円
を
増
額
）。

▪
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
（
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
講
座
受
講
費
用
の
支
給
）

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
医
療
事
務
な

ど
、
厚
生
労
働
省
指
定
講
座
の
受
講
費
用

の
６
割（
限
度
額
あ
り
）を
支
給
し
ま
す
。

▪
高
卒
認
定
試
験
合
格
支
援
給
付
金
（
対

策
講
座
の
受
講
費
用
を
支
給
）

　
高
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
方
が
こ
の
試

験
に
合
格
す
る
こ
と
で
、
専
門
学
校
な
ど

へ
の
進
学
や
、
就
職
・
転
職
の
可
能
性
が

広
が
り
ま
す
。
ひ
と
り
親
の
方
と
そ
の
お

子
さ
ん
（
２０
歳
未
満
）
を
対
象
に
、
受
講

費
用
の
最
大
６
割
（
限
度
額
あ
り
）
を
支

給
し
ま
す
。　︱

︱
共　
通
︱
︱

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
で

あ
る

▽
過
去
に
給
付
を
受
け
て
い
な
い

※
そ
の
ほ
か
、
支
援
ご
と
に
要
件
が
あ
り

ま
す
。

※
こ
れ
か
ら
ひ
と
り
親
に
な
る
方
も
相
談

で
き
ま
す
。

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
求
職
、
転

職
な
ど
の
支
援
も
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
ル
子
医
療
証

所
得
制
限
を
撤
廃

小
学
１
年
〜
３
年
生

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
義
務
教
育
就
学

児
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
子
医
療
証
）

の
交
付
に
お
け
る
、
小
学
１
年
か
ら
３
年

生
ま
で
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
ま
す
。

▪
マ
ル
子
医
療
証
の
発
行
に
申
請
が
必
要

な
方

　
マ
ル
子
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
新
小

学
２
年
か
ら
３
年
生
の
保
護
者
は
申
請
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
、
１
月
に
お
知

ら
せ
と
申
請
書
を
送
付
予
定
で
す
。

▪
マ
ル
子
医
療
証
の
発
行
に
申
請
が
不
要

な
方

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
医
療
証
（
マ
ル

乳
医
療
証
）
を
お
持
ち
の
新
小
学
１
年
生

の
保
護
者
は
申
請
不
要
で
す
。
対
象
者
に

は
、
３
月
下
旬
に
医
療
証
を
送
付
予
定
で

す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
４

就

学

援

助

を 
入
学
前
に
支
給

令
和
５
年
度
４
月
入
学

　
経
済
的
な
理
由
で
お
子
様
の
小
・
中
学

校
入
学
に
必
要
な
費
用
の
支
払
い
に
お
困

り
の
方
を
対
象
に
、新
入
学
学
用
品
費（
定

額
）
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
令
和
５
年
度
に
国
公
立
小
学
校
に
入
学

予
定
の
幼
児
、
ま
た
は
国
公
立
中
学
校
に

入
学
予
定
で
国
公
立
小
学
校
に
在
学
す
る

児
童
の
保
護
者

▽
令
和
５
年
２
月
１
日
時
点
で
、
市
内
に

在
住
し
て
い
る

▽
令
和
４
年
度
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基

準
に
該
当
す
る

※
認
定
基
準
は
、
世
帯
の
所
得
が
基
準
額

以
下
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
、
失
業
に
よ
り
教
育
費
で
困
っ
て
い

る
な
ど
で
す
。

▽
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
方

申
込
み　
１
月
２５
日
（
水
）
ま
で
に
、
申

請
書
な
ど
を
提
出

▽
小
学
校
新
１
年
生
…
問
合
せ
先
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

▽
中
学
校
新
１
年
生
…
在
学
す
る
小
学
校

へ
提
出
（
送
付
不
可
）

※
す
で
に
令
和
４
年
度
就
学
援
助
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
、申
込
み
不
要
で
す
。

※
申
請
書
は
、
市
立
小
学
校
ま
た
は
問
合

せ
先
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

問
合
せ　
学
務
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
７

０

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
６
２
８

母
子
・
父
子
福
祉
資
金

貸

付

制

度

子
の
高
校
や

大
学
の
学
費
な
ど

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が
経
済
的
に
自
立

し
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
、
修
学

資
金
や
転
宅
費
用
な
ど
を
お
貸
し
し
ま

す
。

対　
象　
２０
歳
未
満
の
子
な
ど
を
扶
養
し

て
い
る
ひ
と
り
親
の
方

※
貸
付
金
に
は
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
貸

付
が
自
立
に
つ
な
が
る
と
判
断
さ
れ
、
返

済
計
画
を
立
て
ら
れ
る
方
が
対
象
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
６
２
８

ひ
と
り
親
家
庭

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

一
時
的
に
お
子
さ
ん
の

見
守
り
が
必
要
な
と
き
に

　
残
業
や
就
職
活
動
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

で
、
お
子
さ
ん
の
世
話
や
家
事
を
す
る
人

が
い
な
い
と
き
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

自
宅
に
派
遣
し
ま
す
。

対　
象　
中
学
校
３
年
生
以
下
（
残
業
時

は
小
学
校
６
年
生
以
下
）
の
見
守
り
が
必

要
な
お
子
さ
ん
の
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

※
所
得
に
よ
り
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
要
件
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
６
２
８

ひ
と
り
親
家
庭

応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
ひ
と
り
親
家
庭
応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
各
種
制
度

や
相
談
窓
口
、
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
問
合
せ
先
（
市
役
所
２
階
）、

東
部
・
西
部
出
張
所
、
児
童
館
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ほ
か
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
６
２
８



ご利用ください  市民無料相談市民無料相談  市民課市民相談担当
相　談　名 担　当　者 相　談　日 相談時間など

法 律 相 談 弁 護 士 １月 ５日（木）・１３日（金） ・相談時間（予約制）
　午後 １ 時３０分～ ４ 時３０分
（ １回３０分以内）

・対象
　市内在住・在勤・在学の方

・申込み（電話可、先着順）
　12月21日（水）から
　午前 ８時３０分〜午後 ５時
　（相談日当日は正午まで。
土曜・日曜日、祝日を除
く）

　☎０４２（３４６）９５０８
　※各相談についておひとり
１年度 3回までです。

税 務 相 談 税 理 士 １月１１日（水）

交 通 事 故 相 談 弁 護 士
（交通事故専門） １月１０日（火）

相続・暮らしの
手 続 相 談 行 政 書 士 １月 ６日（金）

登 記 ・
成 年 後 見 相 談

司 法 書 士 １月１２日（木）
土地家屋調査士 １月１２日（木）

住宅・不動産相談 宅地建物取引士等 −
年金・労務相談 社会保険労務士 １月 ４日（水）
行 政 相 談 行 政 相 談 委 員 １月２０日（金）
人権・身の上相談 人 権 擁 護 委 員 １月２０日（金）
家 庭 相 談 家 庭 相 談 員 １月１６日（月）
市 民 相 談
（ 市 政 な ど ） 市 職 員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ８時３０分～午後 ５時

☎０４２（３４６）９５０８

消 費 生 活 相 談 消費生活相談員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ９時～正午、午後 １時～ ４時
☎０４２（３４６）９５５０

ＬＧＢＴの方などの交流の場

こだにじＲＯＯＭ
こだにじＲ

　 ル ー ム 　

ＯＯＭは、ＬＧＢＴやそうかもしれないと感じている人と支援
者の交流の場です。事前申込み制で、時間内の出入りは自由です。
自分のことを話しても、話さなくても大丈夫、ご自分のペースで、無理せ
ずご参加ください。
と　き　１月２２日（日）　午後２時～３時３０分
ところ　中央図書館
定　員　２０人
申込み　東京電子自治体共同運営サービスのホームページ（３面欄外ＱＲ
コード）へ（電話・電子メール可、先着順）
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０４２（３４６）９６１８、
Akyodo-danjo@city.kodaira.lg.jp

令和４（２０２２）.12.2011
市報こだいらへのご意見・ご感想のアンケートは、右図のQRコー
ドまたは小平市ホームページから回答できます。
ご意見などを参考にして、より良い紙面づくりに努めていきます。

小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

団体名 活動日 ところ 会　費 申込み・問合せ 備　考
弦楽合奏アンサンブルルナーレ 日曜日午前中 市内公民館 月２，０００円 髙井☎０４２（４５８）９８９２ バイオリン・ビオラ・チェロ・ベース
フェブラリー会（英会話） 第 ２・４金曜日午後 ６時３０分～ ８時３０分 小川西町公民館 月２，０００円 渡辺☎０８０（１２２５）２２３３ 英国人による楽しい講座、初心者可
カラオケ　若草会 第 ２・４日曜日午後 ２時１５分～ ４時１５分 中央公民館 月２，０００円 小関☎０４２（３４４）６９１９ 材料費別。指導有り。見学可。
絵手紙　彩絵の会 第 ２・４水曜日午後 ２時～ ４時 大沼地域センター 月２，０００円 北詰☎０４２（３１５）７９５２ 脳活性しませんか
太極拳　健身会 木曜日午後 ２時～ ３時３０分 市民総合体育館 月３，０００円 山田☎０９０（６１０６）１６６４ 体育館使用料別。初心者可。
手話ダンス　はなみずき 第 ２・４火曜日午前 ９時３０分～正午 美園地域センター 月５００円 阿部☎０４２（３４２）３９３４ 大沼公民館で第 １・３火曜日練習有
小平ヨーガ愛好会 火曜日午後 ７時～ ８時３０分 中央公民館ほか 月２，０００円 江澤☎０９０（１２５４）５９８４ 初心者可
３ Ｂロコモ体操 第 １〜 ３金曜日いずれか午前１０時～１１時３０分 小川公民館ほか 月１，５００円 細谷☎０９０（４７４１）３６８４ 初心者可・無料体験有・楽々体操

募募

集集

掲載希望団体は秘書広報課、公民館利用団体は各公民館へ　▷政治、宗教、営利不可　▷先着順で受付　▷添削あり　▷掲載後の責任は負いかねます　秘書広報課☎042（346）9505

ミミ

報報

ニニ
情情

スポーツイベントスポーツイベントスポーツイベント
市民総合体育館（〒187－0025　津田町一丁目 1番 1号）☎042（343）1611 ※体育館…市民総合体育館。種目の内容など、詳しくは大会要項をご覧いただくか、

各問合せ先へ。大会要項は体育協会（市民総合体育館内）にあります。

d…日時　b…場所　s…費用　t…対象　c…定員　n…内容
k…講師　m…申込み　h…ホームページ検索　i…問合せ先

小平市　市民・シニアスキースクール（小平市スキー連盟）
d ‌�２月１７日（金）～１９日（日）
b ‌�長野県志賀高原焼額山スキー場
s ‌�小学生３３,０００円、中学生以上３５,０００円、６０歳以上３２,０００円（講習、

バス、宿泊費含む）
t ‌�市内在住・在勤・在学・小平市スキー連盟会員の方
c ‌�各２０人（市民スキースクール・シニアスキースクール）
n ‌�スキー講習および級別テスト
k ‌�全日本スキー連盟公認スキー指導員

m ‌�２月６日（月）までに、ホームページへ（先着順）
h ‌�小平市スキー連盟
i ‌�大久保☎０８０（３４４４）６８６１（午後８時以降）

学校体育館スポーツ個人開放中止日
１２月　三小…２５日　四小…２５日
１月 　二小…２９日　四小…８日・２０日・２９日
 　　　六小…２４日・３１日　七小…２９日
※１２月２７日（火）から１月５日（木）までは全校で開放を中止しています。

二
十
歳
の
集
い
の

案

内

を

発

送

　
二
十
歳
の
門
出
を
祝
っ
て
、
二
十
歳
の

集
い
を
開
催
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
に

は
、
案
内
通
知
を
１２
月
上
旬
に
発
送
し
ま

し
た
。

※
電
子
申
請
に
よ
る
事
前
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
案
内
通
知
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
案
内
通
知
が
手
元
に
届
い
て

い
な
い
方
や
、
以
前
小
平
市
に
住
ん
で
い

た
方
な
ど
で
、
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１
月
９
日
（
月
・
祝
）　
①
午

前
の
部
…
午
前
１１
時
〜
正
午
、
②
午
後
の

部
…
午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対　
象　
平
成
１４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

①
一
中
・
三
中
・
六
中
・
花
小
金
井
南
中

学
校
区
に
在
住
の
方
、
②
二
中
・
四
中
・

五
中
・
上
水
中
学
校
区
に
在
住
の
方

※
保
護
者
や
ご
家
族
の
入
場
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い（
介
助
が
必
要
な
方
を
除
く
）。

▪
小
平
市
二
十
歳
の
集
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
消

印
　
当
日
は
、
会
場
特
設
の
ポ
ス
ト
か
ら
記

念
は
が
き
を
送
れ
ま
す
。
は
が
き
を
投
か

ん
す
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
消
印
が
押
さ

れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
（
は
が

き
は
無
料
で
配
布
し
ま
す
）。

　
ま
た
、
当
日
、
小
平
郵
便
局
の
窓
口
で

も
、
同
消
印
を
押
印
し
ま
す
。
午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
６３
円
以
上
の
切
手

が
貼
っ
て
あ
る
郵
便
物
に
限
り
ま
す
。

▪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　
舞
台
の
様
子
を
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ

ブ
で
生
中
継
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン

ト
（20_tsudoi_2023

）
で
も
二
十
歳

の
集
い
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
４

土
曜
電
話
相
談

教
育
相
談
室

　
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
新
学
期
開
始
に

伴
う
不
安
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
関
す
る

こ
と
を
電
話
で
相
談
で
き
ま
す
。

と　
き　
１
月
１４
日
（
土
）　
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
３０
分

電
話
番
号　
０４２
（
３
４
３
）
９
４
１
１

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と　
き　
１
月
１４
日
（
土
）　
午
後
１
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
美
園
地
域
セ
ン
タ
ー

内　
容　
相
続
、
遺
言
、
家
庭
問
題
、
事

業
等
補
助
金
申
請
ほ
か

申
込
み　
１２
月
２１
日
（
水
）
か
ら
１
月
１３

日
（
金
）
ま
で
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）
に
、
東
京
都
行
政
書
士
会
多
摩
中

央
支
部・帯
川
へ
☎
０
９
０（
３
３
４
５
）

０
４
４
７

中

学

校

生

徒

意

見

発

表

会

▪
一
念
通
天　
未
来
を
照
ら
せ
私
た
ち
の

想
い

　
市
内
中
学
校
１１
校
の
代
表
生
徒
１１
人
が

自
由
テ
ー
マ
で
意
見
を
発
表
し
ま
す
。

　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
小
平
第
四
中
学
校

生
徒
会
が
考
え
た
も
の
で
す
。
中
学
生
の

健
全
な
成
長
を
願
っ
て
、
率
直
な
意
見
に

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
１
月
１０
日
（
火
）　
午
後
２
時

〜
４
時
ご
ろ

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

発
表
者　
▽
本
当
の
エ
コ
と
は
…
小
平
第

五
中
学
校
２
年
生　
田
中
舘
俊
橘

▽
投
票
率
を
上
げ
る
に
は
…
小
平
第
六
中

学
校
２
年
生　
小
林
希
映

▽
明
る
い
未
来
を
創
造
す
る
…
上
水
中
学

校
２
年
生　
楳
原
ま
ゆ
き

▽
日
常
の
小
さ
な
幸
せ
…
花
小
金
井
南
中

学
校
２
年
生　
大
川
哲
平

▽
吃
音
症
の
理
解
が
広
ま
る
た
め
に
…
白

梅
学
園
清
修
中
学
校
３
年
生　
増
田
珠
侑

▽
私
の
思
う
戦
争
と
平
和
…
創
価
中
学
校

３
年
生　
矢
田
目
和
代

▽
特
別
支
援
学
校
で
考
え
た
こ
と
…
小
平

特
別
支
援
学
校
中
学
部
３
年
生　
三
橋
蘇

芳▽
最
後
の
日
ま
で
ど
う
生
き
る
か
…
小
平

第
一
中
学
校
２
年
生　
𡧃
野
日
花
里

▽
動
物
の
命
…
小
平
第
二
中
学
校
２
年
生

　
北
村
亮
仁

▽
思
い
や
り
の
心
…
小
平
第
三
中
学
校
２

年
生　
平
山
咲
希

▽
対
話
で
差
別
を
な
く
す
…
小
平
第
四
中

学
校
２
年
生　
阿
部
夏
子

協　
力　
小
平
市
立
中
学
校
校
長
会
、
小

平
市
立
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
小
平
市

青
少
年
委
員
会
、
小
平
市
青
少
年
対
策
地

区
委
員
会
代
表
者
協
議
会
、
一
般
社
団
法

人
小
平
青
年
会
議
所
、
北
多
摩
北
地
区
保

護
司
会
小
平
分
区
、
小
平
市
更
生
保
護
女

性
会
、
東
京
小
平
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

東
京
小
平
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

申
込
み　
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ

ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
３
面
欄
外
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
へ

※
入
場
の
際
、
申
込
後
に
届
く
確
認
メ
ー

ル
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
め
な
い
方
は
、
当
日
受
付

で
入
場
票
に
記
入
の
う
え
、
入
場
で
き
ま

す
。

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
４

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
定
期
利
用
団
体

登
録
を
受
け
付
け

令
和
５
年
度

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

が
、
構
成
員
の
８０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占

め
る
、
１０
人
以
上
の
定
期
的
に
活
動
す
る

団
体

申
込
み　
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
２０
日

（
金
）ま
で
に
、申
請
書
を
記
入
の
う
え
、

市
民
総
合
体
育
館
へ

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
申
請
書
、
募
集
要
領
は
市
民
総
合
体

育
館
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
６
１
２
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市

長

の

こ

ぼ

れ

話

小
平
市
長 年

の
終
わ
り
に

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
は
コ
ロ

ナ
対
策
に
終
始
し
、
年
の
後
半
で
は

原
油
高
、
物
価
高
と
明
る
い
話
題
の

少
な
い
年
で
は
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
小
平
市
は
市
制
施
行

６０
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
り
、
１０
月

１
日
の
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
イ
ベ

ン
ト
や
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
を
通
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
振
り
返
り

や
こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　
来
年
が
、

皆
様
に
と
っ

て
良
い
年
と

な
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り

し
て
お
り
ま

す
。

バルンアート
６０周年を祝うぶるべー

現在実施している、市内対象店舗での買い物などの決済でスマートフォン用ア
プリａ

エ ー ユ ー ペ イ

ｕＰＡＹ・楽天ペイを使用すると、大手店舗の利用で決済額の最大１５
％相当、中小店舗の利用で決済額の最大３０％相当が還元されるキャンペーン
の実施期間を、１月３１日（火）まで延長します。大手店舗、中小店舗それぞれ
の還元上限額は下表のとおりです。
※１月利用分は２月末頃に還元額が付与されます。
※ａｕ、楽天以外のスマートフォンを使用している方も還元が受けられます。

※大手店舗とは、原則大手チェーン店、フランチャイズ店など、中小店舗とは、
原則中小企業基本法に定める中小企業者および小規模企業者です。
◆対象店舗の確認方法
対象の店舗は、店頭にポスターを掲示しています。また、小平市ホ
ームページ（右図ＱＲコード）からもご覧になれます。登録方法や
使用方法など、詳しくは小平市ホームページをご覧ください。
問合せ　産業振興課☎０４２（３４６）９５３４

ＦＣ東京普及部コーチがサッカーを指導します。
と　き　１月１５日（日）　▷小学３年生…午前１０時～正午
▷小学２年生…午後１時３０分～３時３０分　
※雨天中止。予備日は１月２２日（日）。
ところ　中央公園グラウンド
対　象　市内在住・在学の小学２年・３年生
定　員　各１００人
※運動のできる服装で、サッカーボール、水筒、タオルを持参。
申込み　１月６日（金）まで（必着）に、ファクシミリまたは電子メールに、住
所、氏名、学校名、学年、電話番号を記入のうえ、問合せ先へ（申込み多数の
場合は抽選し、結果を全員に通知）
※小平市サッカー協会加盟チームに所属の方は、チームごとに申込み。
問合せ　文化スポーツ課☎０４２（３４６）９６１２、FAX042（346）9575、Acdc 
0020@city.kodaira.lg.jp

ＦＣ東京　サッカークリニックＦＣ東京　サッカークリニック

ポストカードポストカード
フォトコンテスト作品展フォトコンテスト作品展

丸いポストのある風景丸いポストのある風景

キャッシュレスキャッシュレス
決済還元キャンペーン決済還元キャンペーン

１月３１日（火）まで延長１月３１日（火）まで延長

丸いポストのある風景をテーマに募集した作品の中か
ら、入賞・入選作品を展示します。
と　き　１月１４日（土）～３月３１日（金）
ところ　ルネこだいら１階情報ロビー
※駐車場はありません。
主　催　小平市文化振興財団、小平市
後　援　日本郵便株式会社小平郵便局、小平商工会、小平市写真連盟、小平丸
ポスト愛好会、こだいら観光まちづくり協会
問合せ　小平市文化振興財団☎０４２（３４５）５１１１

年初めの健康づくりに、家族や友人とご一緒に、歩いて
みませんか。参加者には、特製干支のピンバッジと甘酒
を差し上げます。なお、希望者には、ノルディックウォ
ーキング用のポールを貸し出します（先着４０人）。
と　き　１月８日（日）▷受付…午前９時～９時３０分
市役所北側駐車場
▷式典…午前９時３０分から
※人数制限をする場合があります。
▷スタート…下図のコース（約８㌔㍍）を歩く
※天候不順の場合は中止します。当日、午前７時以降に市役所（☎０４２ 

（３４１）１２１１）へお問い合わせください。
※小学生以下、体の不自由な方は、保護者などが同伴してください。歩け
歩け記録証をお持ちの方は、持参してください。駐車場はありません。
※市役所内は、トイレの利用以外、立ち入ることができません。
主　催　小平市体育協会、小平市民憲章推進協議会健康なまち専門部会、
小平市
申込み　申込書に必要事項を記入のうえ、当日、会場受付へ持参
※申込書は、市民総合体育館窓口、文化スポーツ課（市役所１階）にある
ほか、ホームページからダウンロードもできます。
H検索　小平市体育協会
問合せ　小平市体育協会（市民総合体育館内）☎０４２（３４９）１３５０

新春歩け歩けのつどい新春歩け歩けのつどい

小川三差路
小平
神明宮

大けやき道公園

上水公園 鷹
の
台
駅

西
武
国
分
寺
線

玉 川 上 水

青梅街道

JR武蔵野線

青梅
街道駅

たかの街
道

中央
公民館

津田
保育園通り

津田公民館・図書館中央公園

山
王
通
り

鎌
倉
街
道

鎌
倉
橋

府
中
街
道

大
け
や
き
道

水
車
通
り

小川寺
日枝神社

きつねっぱら公園
子どもキャンプ場 山王南公園

新小平駅

寺
橋

西
武
多
摩
湖
線

トイレを利用できる施設

スタート・ゴール
市役所

金賞「雨宿り」
撮影者：磯野宏樹さん

大手店舗 中小店舗
付与率 １５％ ３０％

１回の支払いで還元される上限額 ２,０００円 ５,０００円
１か月に還元される上限額

（１決済サービスごとの上限） ８,０００円 ２０,０００円

対象店舗

新型コロナウイルスワクチン接種の情報
接種対象者には、接種時期に応じて随時接種券を発送しています。接種
には、接種券と予約が必要です。
小平市コロナワクチン予約サイトやコールセンターから予約する医療機
関と、直接予約する医療機関があります。発送スケジュールなど、詳し
くは小平市ホームページをご確認ください。また、転入してきた方や、
紛失した方などは、必要に応じて、接種券の発行申請を行ってください。

１回目接種が２月７日（火）までの期間の予約枠を、１２月２３日（金）の
午前９時から公開します。
※すべてセット予約（１・２回目接種の同時予約）となります。１回目
の接種をした方で、２回目の予約が取れていない方は、小平市コロナワ
クチンコールセンターへご相談ください。

５歳以上の方の初回（１・２回目）接種

相談窓口では、ワクチン接種証明書や接種券の発行申請、予約支援、コ
ロナワクチン接種に係る相談ができます。
▷相談窓口（月曜〜金曜日（12月29日〜1月3日、祝日を除く）、午
前８時30分〜午後５時）
１２月２８日（水）まで…市役所５階５０３会議室
１月４日（水）から…健康センター４階
▷電話による予約・問合せ・相談
小平市コロナワクチンコールセンター☎０１２０（９８５）３６５（月曜～土曜
日（１２月２９日〜１月３日、祝日を除く）、午前９時～午後６時）
▷郵送申請送付先（接種証明書、接種券再発行など）
〒１８７－００４３　学園東町１丁目１９番１２号　健康センター４階
　新型コロナウイルスワクチン相談窓口

１月４日（水）から

コロナワクチン接種に係る相談窓口を変更




